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O決算の概況 (2)について

1 上段の表中の表示について

(1)執行額、翌年度繰越額、執行残額は、単位未満の数値 (四捨五入 してゼロとなる

500円未満の数値)がある場合は「0」 (ゼ ロ)を表記 し、該当数値のない場合は

「―」 (ハイフン)を表記しています。

(2)執行額の財源内訳欄及び執行残額の内訳欄は、単位未満の数値 (四捨五入 してゼ

ロとなる 500円未満の数値)がある場合は「0」 (ゼ ロ)を表記 し、該当数値のない

場合は見易さを考慮 し空白としています。

(3)個々の数字は、表示単位で四捨五入 しています。また、財源内訳欄は、それぞれ

の数値を表示単位で四捨五入 し全体額との調整を一般財源欄で行っています。

2 執行残額について

執行残額については、大きく 4つの理由に分けて金額を表示するとともに、具体的

な内容を 【執行残額について】に記載しています。

なお、原則 として千円単位の表記 となつていますが、執行残額が「0」 の場合 (単位

未満の数値がある)は、円単位で表記 しています。

(単位 :千円)

※令和元年度事業が令和 2年度に複数の課に分割された場合

は、令和 2年度所管課分の数値を記載し、下段 【】書きで令

和元年度事業全体事業費を記載してあります。

事業の概要以降は、令和2年度所管課分の事業について作成

してあります。

(例) 令和元年度事業費 (0●課)  48,000千円

↓
令和元年度事業費 (令和 2年度OOOO課 )36,000千円

令和元年度事業費 (令和 2年度△△△△課)12,000千円

※令和元年度と令和 2年度で所管課名称が変更になつた場

合、または、課等の名称が変更になつた場合は、下記の

とおりの表現とし、事業を担当する令和 2年度の所管課が

作成してあります。

記入例 : 令和元年度は0●課で実施した事業が

令和 2年度にOOOO課 に移管された場合

所管課等
OOOO課

(令和元年度所管は●0課 )

所管課等款  項  目
(P  ～ P

OOOO課
(令和元年度所管は0●課)

事 業

そ の 他
執 行 額

国庫支出金
予算現額 一般財源

の 財 源 内

債県 支 出 金

執

36,000

【48,000】 代
行 残 の 内 訳

事業費節減 事業未実施  ｀ 入札差金 そ の 他
翌年度繰越額 執 行 残

＼＼代

財源内訳、内訳の欄は、次のとお り

単位未満の数値あり :「 0」 (ゼ ロ)

該当数値なし   :空 白

執行額、翌年度繰越額、執行残額の欄は、次のとおり

単位未満の数値あり :「 0」 (ゼ ロ)

該当数値なし   :「 ―」 (ハイフン)



決算書

(P134～ P135)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 企画政策課

事 業 名 土地利用対策費

(単位 :千円)

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

532 398 395 3

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

134 134

【目的】
上越市大規模開発行為の適正化に関する条例や国土利用計画法に基づく届出制度の運用により、

関係法令や市の各種計画等と整合を図りながら、第 6次総合計画の土地利用構想に適合した土地

利用を推進する。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度 目標
・上越市大規模開発行為の適正化に関する条例の運用により、市内の大規模な土地利用を審査 し、

第 6次総合計画を始めとする市の各種計画や関係法令に適合 した土地利用を推進する。

・国土利用計画法に基づく土地売買等届出制度の運用により、市内の大規模な土地取引情報を把

握 し、第 6次総合計画を始めとする市の各種計画や関係法令に適合 した土地利用の推進に活用

する。

○実施内容、これまでの経過等

・上越市大規模開発行為の適正化に関する条例の運用

条例に基づく大規模開発行為に係る開発協定の締結件数 12件 (三和区における土採取)

<開発協定の締結件数>

。国土利用計画法に基づく土地売買等届出書の審査 (県経由事務)

国土利用計画法に基づく土地売買等届出書を審査し、市の意見を付 して県に提出した。

<土地売買等の届出件数 >

※国土利用計画法では、届出の受理を 1月 1日 から 12月 31日 までを一連番号として運用。

・新潟県大規模開発行為の適正化対策要綱に係る協議書の受付 (県経由事務 )

受付件数 0件

令 和 元 年 度 の 取 組

年度 平成 26年 度 平成 27年 度 平成 28年 度 平成 29年 度 平成 30年 度 令和元年度

締結件数 0件 0件 0件 0件 1件 2件

開発内容 土採取 土採取

年 (暦年)※ 平成 26年 平成 27年 平成 28年 平成 29年 平成 30年 令和元年

届出件数 60イ牛 84件 25イ牛 65イ牛 94イ牛 39イ牛



決算書

(P134～ P135)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 企画政策課

事 業 名 土地利用対策費

O目 標達成状況
。上越市大規模開発行為の適正化に関する条例に基づき、大規模開発予定者から提出された実施

計画書 2件について協議を行い、相手方との合意に基づき開発協定を締結することで、適正な

土地利用を推進 した。
・国土利用計画法に基づく大規模な土地取引に係る届出 39件について、市の意見を付 して、県

に送付 し、県から届出者に対して市の各種計画等との整合性を踏まえた指導が行われ、適正な

土地利用が推進された。

【事業の成果】

市内における開発行為や土地取引について適正に審査を行い、関係法令や市の各種計画等に適

合した土地利用を推進することができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

国土利用計画法で規定された土地売買等の届出期限を超えた違反事案が 14件あつたことから、

引き続き広報上越やホームページを通じて適切な土地取引が行われるよう周知を図る。

【執行残額について】

その他 :報酬及び旅費の残ほか 134
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決算書

(P134-P137)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 企画政策課

事 業 名 企画調整費

(単位 :千円)

【目的】

○企画調整費 (庶務関係):国、県、関係 自治体及び関係機関と連携を図りながら、要望活動など

を通 じ、市の施策や事業の実現を目指す。

○重要施策企画調整事業 :各種制度や事業等に関する情報収集、調査研究を行 うとともに、市の重

要施策の企画、立案及び総合調整を行 う。また、「産・官・学 。金・労・民」の連携・協働によ

り、当市における地方創生の取組を推進する。

○域学連携推進事業 :大学と地域 との連携体制を構築し、相互交流や実践活動を推進するとともに、

地域の課題解決やまちづくりの推進に取り組み、地域の活性化を図る。

○城下町高田再生推進事業 :城下町高田の歴史・文化資産の活用を通 じて、高田市街地の魅力や都

市機能の向上を図り、定住の促進と交流人口の拡大を図る。

令 和 元 年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

■企画調整費 (庶務関係)  1,908
0令和元年度 目標
・国、県、関係 自治体及び関係機関との連携や連絡調整を図りながら、当市が抱える諸課題の早

期解決及び改善に向けた提言や要望を行 う。

・上越市内官公長連絡協議会を開催 し、関係機関との情報共有と情報交換を行 う。

O実施内容、これまでの経過等
,国の概算要求及び財務省内示の時宜を捉え、国の制度・予算に対する市単独の中央要望を 2回

実施 したほか、北信越市長会を通じて全国市長会より提言を行つた。

・当市に関連する県の制度・予算について、知事等に直接要望したほか、県市長会等を通じて要

望を行つた。
・市内官公長連絡協議会を開催 し、関係機関と情報共有、情報交換を行つた。
・全国施行時特例市市長会は、施行時特例市の中核市への移行特例期間が令和元年度末で終了す

ることなどから、令和 2年 3月 31日 をもつて解散した。

O目 標達成状況
・時宜を捉えた国や県への要望活動を実施 した。

・上越市内官公長連絡協議会を通じ、国・県の機関と情報や課題の共有を図ることができた。

3

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

55,502 45,746 18,779 1 306 12,900
57

触 棚
12,704

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

9,756 1,186 8,570



決算書

(P134-P137)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 企画政策課

事 業 名 企画調整費

■重要施策企画調整事業  8,538
0令和元年度 目標
・第 6次総合計画に掲げた将来都市像の実現に向けて計画の進捗管理を行 う。

・重要施策の企画・立案に必要な調査研究、情報収集等を行 う。

・地方創生の着実な推進に向けて 「産・官・学・金・労・民」の連携・協働を促進する。

・重要業績評価指標 (KPI)の 達成状況を踏まえ、「上越市まち・ひと。しごと創生総合戦略」

の評価・検証を実施するとともに、令和 2年度以降の取組に向けて第 2期総合戦略の策定を行

つ。

O実施内容、これまでの経過等

・第 6次総合計画の着実な推進に向け、各施策 。事業の進捗や課題を踏まえ、新規事業の創出と

既存事業の見直しを行つた。
。「上越市まち・ひと 。しごと創生総合戦略 (以下、第 1期総合戦略)」 に位置付けられた取組に

ついて、ノーシャルメディア等を通じた情報発信や民間団体等への地方創生推進事業補助金に

よる支援を行 うとともに、「産 。官・学・金・労・民」の各団体で構成される上越市まち・ひ

と 。しごと創生推進協議会 (以下、推進協議会)において進捗管理等を行った。

・第 1期総合戦略を検証するとともに、若者世代・子育て世代の市民アンケー トや人口減少に関

する市民アンケー トの結果、パブリックコメン トにおける市民の意見を踏まえた推進協議会に

よる議論を経て、第 2期上越市まち・ひと。しごと創生総合戦略を策定した。

・上越市、妙高市及び糸魚川市、並びに、新潟県上越地域振興局及び糸魚川地域振興局で構成す

る「上越地域ご当地ナンバー導入検討会」を4回開催 し、上越地域図柄入 リナンバーのPR方
法を検討 した。

○目標達成状況
・第 6次総合計画に基づく施策 。事業の進捗管理を行 うとともに、計画を着実に推進するための

新規・拡充事業を令和 2年度予算に反映した。

・推進協議会の参力日団体による部会でのワークションプ等を通じて、「産・官・学・金・労・民」

の連携・協働を促進 した。

・地方創生の充実・強化に向けた取組を切れ 日なく推進するため、第 1期総合戦略の検証等を通

じて見えた課題等を、今後更に取組を強化すべき重要視点として整理し、これ らを反映した各

種の政策・施策を取 りまとめた第 2期総合戦略を策定した。

■域学連携推進事業  54
0令和元年度 目標

大学と地域の連携による課題解決 。まちづくりの新たな取組を 2件以上実施する。

○実施内容、これまでの経過等

・大学の専門知識や学生の活力・アイデアをまちづくりにいかすため、市内で行われた域学連携

の取組状況を調査 したほか、地域の課題解決に向けて大学の紹介等を行つた。

○目標達成状況

・各地域が主体的に取 り組む、地域の郷土料理の糸睦承 (大島区)と 、移住促進につながる集落の

教科書作成 (諏訪区)の取組に着手することができた。
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決算書

(P134～ P137)
2款 1項 7日 企画費 所管課等 企画政策課

事 業 名 企画調整費

■城下町高田再生推進事業  35,246
0令和元年度 目標

次世代の街の担い手の育成 と連携の促進に向けて、空き家等のリノベーションに関する取組を

行 うとともに、更なる交流人日の拡大に向けて、高田小町駐車場の整備に取 り組む。

○実施内容、これまでの経過等

・地域再生計画「城下町高田の歴史・文化をいかした『街の再生』」の推進に資する市民団体の 2

件の取組を支援 した。
・空き家等のリノベーションを通じた次世代の街の担い手の育成に向けて、ワークションプを 3

回開催するとともに、リノベーションされた物件を紹介するパンフレットを作成 した。

・来訪者が増加傾向にある高田小町の集客機能の強化と利便性の向上を図るため、令和 2年度の

駐車場整備に向けて用地を取得 した。

O目 標達成状況

民間団体等が実施する地域資源をいかした取組を支援するとともに、空き家等のリノベーシヨ

ンに関するワークションプの開催等を行 うことにより、次世代の街の担い手の育成 と連携の強化

を図ることができた。また、高田小町の駐車場用地を取得し、令和 2年度事業の準備を整えた。

【事業の成果】
・時宜を捉えた国や県への要望活動の実施により、道路や河川事業の進捗等が図られた。

・各施策・事業の進捗や課題を踏まえ、新規事業の創出と既存事業の見直しを行 うことで、第 6

次総合計画の更なる推進につなげることができた。

・第 1期総合戦略の成果を検証するとともに、新たな視′点として若者の市内定着や将来的なUタ
ーン促進などの取組を重点的に推進する第 2期総合戦略を策定することができた。

・空き家等のリノベーションを通じたワークションプの取組やパンフレットの作成過程を通じて、

新たに高田の街なかに関心を持つ人の発掘につなげることができた。
。上越地域図柄入 リナンバープレー トについて、令和 2年 5月 の交付開始に向け、交付開始を周

知するチラシ・ポスターを市内自動車販売店等に配布するなど、普及促進の取組を進めた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

人口減少や少子高齢化が進む中にあつても、市民がすこやかに暮らせるまちの実現を目指 し、

第 6次総合計画と第 2期総合戦略に基づく取組を着実に推進 しながら、分野横断的な政策・施策

の一層の展開や官民連携の強化を図る必要がある。

【執行残額について】

入 札 差 金 :委託料 1,186
そ の 他 :不動産鑑定評価に基づく事業用地購入費の減 3,616

補助金の実績が当初見込みを下回つたことによる残 2,108

物件補償調査に伴 う損失補償料の減 1,137
旅費の残ほか 1,709
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決算書

(P136～ P137)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 文化振興課

事 業 名 歴史資源活用推進事業

(単位 :千円)

【目的】

当市の歴史的遺産等の再評価や貴重な地域資源 としての重要性を認識 し、市民の地域に対する

愛着の高揚を促す とともに、歴史的建造物の保存 と活用に向けた取組を通 して、地域の活性化 と

文化の振興を図る。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

■市所有の町家の公開による情報発信・市民意識の啓発  1,913
0令和元年度 目標

市が所有する町家への来場者数  7,000人

○実施内容、これまでの経過等

(1)市所有の町家の公開、街なか散策の促進  1,051
・地域の市民団体と連携 したイベン ト「越後高田町家

三味」を開催 し、期間中は市民スタッフによる「ま

ちなみ散策ミニツアー」を実施 した。

・観光ツアーや総合学習の来場者に合わせて町家を公

開した。
・町家公開日数 :200日

旧今井染物屋 内観

例 市所有の町家の維持管理  862
・修繕料           154(十 日金津憲太郎桶店雨漏 り修繕ほか)

・委託料           476(十 日今井染物屋庭園剪定業務、消火器′点検業務ほか)

。光熱水費、下水道使用料ほか 232

○目標達成状況

年間来場者数

6

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

86,817 32,111 13,728 9,400 8,983

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

4,706 127 4,579

令 和 元 年 度 の 取 組

6,965人



決算書

(P136-P137)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 文化振興課

事 業 名 歴史資源活用推進事業

■歴史的建造物を活用 した回遊性の強化や賑わいの創出  26,568
0令和元年度 目標

貴重な歴史的遺産等への関心を高めるとともに、周辺地域の賑わい創出に寄与する。

O実施内容、これまでの経過等

(1)旧 今井染物屋の活用  2,507
建物の公開を行 うとともに、陶芸や編み物の講座のほか、地元の濠J団 による演劇公演、フリ

ーマーケットの開催など、雁木や町家の活用促進に向けた取組を進めた。

121 旧今井染物屋の建物改修工事に向けた実施設計  8,305

歴史的建造物 としての保存 と、更なる活用を図るため、建物改修工事に向けた実施設計を

行つた。

(創 高田世界館の活用  3,139
地元高校生による映画をPRするための絵看板の制作イベン トや、高田世界館前の交流広場

及びノーシャルメディアを活用 したイベン トなど、広域からの誘客や街歩きにつながる取組を

進めた。

14)100年 映画館周辺交流広場の整備  12,617

高田小町周辺の街歩きの拠点エ リアとしての更なる

拠点性を高めるため、高田世界館前に交流広場を整備

し、令和 2年 3月 から供用を開始した。

新たに整備した交流広場

O目 標達成状況

旧今井染物屋の活用を通 して、歴史的建造物への関心や理解を深めるとともに、高田世界館

を活用 した誘客イベン トの開催や交流広場の整備などにより、周辺地域の賑わいを創出した。

<旧今井染物屋及び高田世界館の活用>

年度
旧今井染物屋 高田世界館

公開日数 (日 ) 来場者教 (人 ) 開館 日数 (日 ) 来場者数 (人 )

平成 29年度 182 5,668 316 14,141

平成 30年度 170 5,359 315 17,585

令和元年度 196 6,067 315 17,059

―
蘇
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決算書

(P136～ P137)
2款 1項 7目  企画費 所管課等 文化振興課

事 業 名 歴史資源活用推進事業

■雁木整備事業補助金の交付  1,726
0令和元年度 日標

市民への経済的支援を行 うことにより、雁木整備を促進する。

○実施内容、これまでの経過等

指定地区における雁木の新築・修繕、雁木下通路の段差解消工事に対 し、補助金を交付 した。

<補助率・限度額 >
・補助率 :1/2

・限度額 :450千円

O目 標達成状況

申請のあつた 7件の工事に補助金を交付し、市民による雁木の整備を推進 した。

<令和元年度末までの地域指定及び補助金の交付状況>

■共通事務費  1,904
非常勤一般職報酬、旅費、消耗品費、自動車借上料ほか

【事業の成果】

地域住民や市民団体等との連携による歴史的建造物を活用した誘客イベントや体験イベント

の開催を通して、街なかの回遊促進や地域の賑わい創出につなげることができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・旧今井染物屋は、現存する市内の町家の中で最古級に属 し、近世末期の高田地区を代表する

町家として評価 され、令和元年 8月 に市の文化財に指定された。文化財 として適切に保存す

るほか、地域の手仕事文化の継承と発信を行 う拠点として活用するため、耐震を含めた改修

工事等を行 うとともに、地域おこし協力隊の活用などに向けた準備を進めていく。

【執行残額について】

入 札 差 金 :印刷製本費 115、 自動車借上料 12
そ の 他 :当 初見込みを下回つたことによる報償費、委託料、工事請負費の残 4,579

8

年度
地域指定 補助金交付

件数 (件 ) 指定距離 (m) 件数 (件 ) 金額 (千円)

平成 16～30年度 25 10,543 123 52,753

令和元年度 7 1,726

合計 25 10,543 130 54,479



決算書

(P136～ P139)
2款 1項 7日 企画費 所管課等 交通政策課

事 業 名 新幹線整備促進費

(単位 :千円)

【目的】

○新幹線新駅周辺地区まちなみ形成推進事業 :広域の玄関日である上越妙高駅周辺地区のまちなみ

形成 と、土地利用方針に位置付けた 「質の高い新者Ь市空間」の形成を推進する。

○新幹線まちづくり推進事業 :新幹線開業によるまちの変化を的確に捉えながら効果的な施策を展

開し、新幹線をまちの力として取 り込むことにより、第 6次総合計画で設定した市政運営のテーマ

である「選ばれるまち」「住み続けたいまち」の実現を図る。

○北陸新幹線の整備促進に向けた協議会の活動など :北陸新幹線の早期全線開通と県内駅の利便性

向上に向け、沿線 自治体との連携の下、関係団体に対する要望活動等を行 う。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

■新幹線新駅周辺地区まちなみ形成推進事業  154,970
0令和元年度目標

各種補助制度を通じた上越妙高駅周辺への企業進出の力日速化

O実施内容、これまでの経過等

・上越妙高駅周辺商業地域進出企業に対する各種補助制度の運用

市が首都圏等の企業を対象に実施した立地意向調査 (約 700社)等を踏まえ、上越妙高駅周

辺への進出に関心のあった企業 (4社)を訪問したほか、各種補助制度の周知・運用による企

業進出の促進や支援、土地の利活用の見通し等の情報収集を行った。

また、各種補助制度は、民間企業の早期進出を促すため、使用収益開始から5年以内の営業

開始を認定要件 としているが、一層の加速化を図るため申請受付期限を新たに設け、関係者に

周知 した。なお、優良建築物等整備事業補助金は令和元年 9月 30日 、上越妙高駅自由通路北

側区域及び商業地域の西イ貝ll区域における企業設置等奨励金は令和 2年 3月 31日 をもつて受付

を終了した。
<利用実績>

区  分 件 数 金  額

企業設置等奨励金 (平成 25年度制定) 3件 774

建築資金借入利子前払事業補助金 (平成 28年度制定) 2件 48,450

レンタルオフィス・サポー ト事業補助金 (平成 28年度制定) 3件 1,004

優良建築物等整備事業補助金 (平成 29年度制定) 2件 104,707

9

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

163,117 156,870 34,807
69,900

齢期④
52,163

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

6,247 92 6,155

令 和 元 年 度 の 取 組



決算書

(P186-P139)
2款 1項 7目  企画費 所管課等 交通政策課

事 業 名 新幹線整備促進費

○目標達成状況
・コンビニエンスス トアや IT企業のオフィス、レンタカー営業所等の整備 。開業が進み、利用

決定済みの土地面積が増加 した。

区 分 H31,3.31 (A) R2.3.31 (B) 比較増減 (B)― (A)

利用決定済みの土地 68,557ポ (71.4%) 73,943∬ (77,0%) 5,386∬

利用を検討中の土地 16,359∬ (17.0%) 12,686ピ (13.2%) △3,723∬

未利用の土地 11,119∬ (11.6%) 9,456だ ( 9,8%) △1,668∬

合 計 96,035だ (100.0%) 96,035だ (100,0%) 0∬

■新幹線まちづくり推進事業  1,597
0令和元年度 目標

・新幹線をいかしたまちづくりの推進

・北陸新幹線上越妙高駅の利用促進

○実施内容、これまでの経過等

(1)上越妙高駅利用啓発事業

・令和元年東 日本台風により、北陸新幹線が運休、減便 したことを受け、上越妙高駅の乗降客数

への影響を調査した上で、北陸新幹線の早期復旧等について国への要望を行った。

・令和 2年 3月 の北陸新幹線上越妙高駅開業 5周年に合わせ、広報上越 3月 1日 号に特集記事

を掲載 し、上越妙高駅の利用状況や北陸新幹線の利便性等を発信 した。このほか、民間企業及

び市民団体と連携 し、北陸新幹線開業 5周年イベン トの情報を取 りまとめて発信するなどの

取組を進めたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、イベン トの多くが延期又は中止

となつた。

121 上越妙高駅前イル ミネーション事業

・「上越妙高駅と共に歩む会」から寄贈 された機材を活用し、上越総合技術高等学校の協力を得

て、上越妙高駅東ロイベン ト広場周辺においてイル ミネーションを実施 した。

<実施概要>
点灯期間 :令和元年 11月 22日 (金)～令和 2年 3月 22日 (日 )

点灯時間 :午後 5時～11時

設置内容 :・ 東ロイベン ト広場周辺の樹木 17本 にイル ミネーションを設置したほか、上越

妙高駅お出迎えキャラクター「ウェルモ」型イルミネーション2体を設置した。

・北陸新幹線開業 5周年を記念 し、点灯期間を例年より約 1週間延長 した。

13)北陸新幹線開業 5周年記念事業 「北陸新幹線・ トキ鉄の想い出」フォ トキャンペーン

・糸魚川市と連携 し、SNSで 指定のハッシュタグを付けて北陸新幹線等に関する写真を投稿

した人に記念品を贈呈し、開業 5周年を節 日とした更なる利用促進に向けた機運醸成を図つ

た。

<実施概要>
実施期間 :令和 2年 3月 1日 (日 )～ 3月 31日 (火 )

受付会場 :上越妙高駅観光案内所、糸魚川駅ジオパル

参加者数 :101人 (上越妙高,囁尺観光案内所 34人、糸魚川駅ジオパル 67人 )
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決算書

(P136～ P139)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 交通政策課

事 業 名 新幹線整備促進費

O日 標達成状況
・上越妙高駅前イル ミネーション事業や利用啓発事業等により、上越妙高駅の利用促進を図つた

が、令和元年東 日本台風による運体、減便等の影響により、乗降客数は前年度を下回つた。

・新型コロナウイルス感染症の影響により、北陸新幹線開業 5周年を記念 した集客イベン トが開

催できない中、SNSを 活用 した「北陸新幹線・ トキ鉄の想い出」フォ トキャンペーンを実施

して情報発信を行い、北陸新幹線に対する関心を高めた。

■北陸新幹線の整備促進に向けた協議会の活動など   303
0令和元年度 目標

・北陸新幹線の整備状況等に関する的確な情報収集 と効果的な要望活動の展開

・利便性の高い列車の停車実現に向けた各同盟会、協議会等の構成市との連携強化

O実施内容、これまでの経過等

(1)要望活動
。当市が参画する北陸新幹線関係都市連絡協議会や北陸新幹線建設・活用促進期成同盟会、北陸

新幹線建設促進同盟会を通じて、北陸新幹線の整備状況等に関する情報を的確に把握するとと

もに、国や JR(東 日本・西 日本)に対し要望活動を行つた。

121 北陸新幹線建設・活用促進期成同盟会の調査活動等

・今後の要望活動や、北陸新幹線の利用促進に向けた施策を検討する際の基礎資料を得るため、

調査活動等を行 うとともに、同盟会の構成自治体との情報共有を図つた。

<実施概要>
・北陸新幹線を利用 した個人旅行の動向調査の実施

同盟会幹事市が連携 し、各市の宿泊施設及びレンタカー営業所を姑象に調査を実施 した。

・ツー リズムEXPOジ ャパン 2019(大阪開催)への出展とアンケー トの実施

県内の鉄道関係団体と連携 して出展 し、北陸新幹線や県内鉄道を利用 した鉄道旅の魅力をP

Rするとともに、来場者に対し関西圏での北陸新幹線の利用状況や関心等についてのアンケー

トを実施 した。
・関西圏を出発地とする北陸新幹線を利用した団体旅行の動向調査の実施

関西の旅行事業者を対象に、ツアーでの北陸新幹線の利用状況や敦賀延伸後の商品開発の見

込み等についてのアンケー トを実施 した。

Rl.10,26～ 27 ツージズムEXPOジ ャパン

2019へ の参加 (大阪)

Rl.8,23 政府与党への要望

11



決算書

(P136-P139)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 交通政策課

事 業 名 新幹線整備促進費

○日標達成状況

・北陸新幹線に関する調査活動から得られた利用状況や敦賀延伸への関心等を要望活動や施策検

討の基礎資料 として活用することにより、北陸新幹線の大阪までの早期整備や上越妙高駅への

利便性の高い列車の停車実現に向けて、国や JRに姑する具体的な要望につなげることができ

た。

【事業の成果】
・各種補助制度の運用により、上越妙高駅周辺地区商業地域における土地利用が進み、ホテルや

喫茶店、マンション等が開業したほか、商業施設やコンビニエンスス トア、タクシー待合所兼

営業所等が着工されるなど、駅周辺のまちなみ形成を促進することができた。
,北陸新幹線建設・活用促進期成同盟会及び県内の鉄道関係団体と連携 した調査により、北陸新

幹線の利用状況等を把握 し、上越妙高駅の利用促進に向けた課題整理と今後必要な取組を検討

する際の基礎資料 とすることができた。
・国や JRへの要望活動により、北陸新幹線金沢・敦賀間の令和 4年度末までの延伸開業に向け、

順調に工事の進捗が図られている。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・上越妙高駅周辺の賑わい創出に向け、企業誘致の活動はもとより、各種補助制度の運用を通じ

て、検討中の民間事業の早期着工を促 していく。

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大により北陸新幹線の利用が落ち込む中、上越妙高駅や駅

周辺地区商業地域への影響を把握する必要がある。

【執行残額について】

入 札 差 金 :上越妙高駅イルミネーション設置撤去業務委託料 92
そ の 他 :上越妙高駅前への企業進出に係る補助金が当初見込みを下回つたため

旅費や消耗品費等の実績が当初見込みを下回つたため 105
6,050
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決算書

(P138-P139)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 交通政策課

事 業 名 並行在来線対策事業

(単位 :千円)

【目的】

沿線の関係団体や関係機関と連携し、在来鉄道 (え ちごトキめき鉄道、ほくほく線、信越本線)

の利便性の維持・向上及び利用促進を図るとともに、えちごトキめき鉄道爛及び北越急行l抑の経

営安定化に向けた支援を行う。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

O令和元年度 目標

市民の通学や通勤、買い物などの移動手段であり、地域経済を支える重要な社会インフラであ

る在来線の安全で安定した運行を維持するため、えちごトキめき鉄道l抑及び北越急行爛の経営安

定化を図る支援を行 う。また、運行ダイヤや乗 り継ぎなど利便性や快適性が向上するよう鉄道事

業者等ヘイ動きかけを行 うとともに、県及び沿線自治体、鉄道事業者、関係団体等と連携 して利用

促進や沿線交流の活性化を図る。

O実施内容、これまでの経過等

(1)えちご トキめき鉄道やほくほく線の利用促進
。「雪月花」の他路線乗 り入れに対する支援

「えちご トキめきリゾー ト雪月花」が、しなの鉄道の観光列車「ろくもん」との相互乗 り入

れを実施する際に、列車の出迎えや見送 り等のおもてなしに協力し、駅の賑わい創出や交流促

進を図つた。

実施時期 :平成 31年 4月 5日 (金 )、 13日 (上 )

実施内容 :上越商工会議所やおもてなし武将隊、一般市民、保育園児 らとともに、高田駅や直

江津駅のホームで、乗客の出迎え・見送 りを実施 した。

。「ほくほく線 きっがを撮って得 しちゃお う !」 企画の実施

定期券や回数券を除く、ほくほく線区間を含む乗車券をスマー トフォン等で撮影 し、画像を

沿線の対象施設に提示することで、施設の入館料割引等のサービス特典を受けることができる

企画を沿線市とともに支援 し、ほくほく線の利用促進を図つた。

実施期間 :令和元年 8月 10日 (土)か ら (事業継続中)

対象施設 :22施設 (う ち上越市 9施設 )

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

68 525 68,403 67,200 1,203

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

122 122

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P138～ P139)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 交通政策課

事 業 名 並行在来線対策事業

。「トキてつ×ほくほく 駅スタンプラリー2019」 の実施

県や沿線市、えちご トキめき鉄道l抑で構成する「えちごトキめき鉄道活性化協議会」におい

て、えちご トキめき鉄道l抑 と北越急行爛が実施 したスタンプラリーを沿線市とともに支援 し、

鉄道の楽 しさを感 じてもらうとともに、在来線の利用促進を図つた。

実施期間 :令和元年 7月 19日 (金)～9月 1日 (日 )

実施区間 :日 本海ひすいライン (直江津駅～市振駅)、 妙高はね うまライン (直江津駅～妙高

高原駅)、 ほくほく線 (犀潟駅～六日町駅)

スタンプ設置駅:日 本海ひすいライン 3駅、妙高はね うまライン 8駅、ほくほく線 10駅 (計 21駅 )

景品引換人数:わ くわく賞 364人、トキ鉄制覇賞 128人、ほくほく線制覇賞 125人、全駅制覇賞 100

人 (計 717人 )

※わくわく賞は参加者の増加を図るため、5駅分のスタンプで応募できる賞を新た

に設けたもの

121 えちごトキめき鉄道安定経営支援補助金

県及び沿線市で締結した「『並行在来線への投資・支援スキーム』に関する覚書」に基づき、

えちごトキめき鉄道安定経営支援補助金を交付した。

年度 補助金額 補助金の使途

平成 29年度 85,359

吊架線張り替え、き電線張り替え、可動ブラクット取替え、電車

線支持用鋼管下束の取替え、高圧変圧器取替え、電子踏切制御器

取替え、大型支障物検知装置取替え、橋梁ペイン ト塗 り替え

平成 30年度 62,595

吊架線張り替え、き電線張り替え、可動ブラケント取替え、高圧

変圧器取替え、電子踏切制御装置取替え、連絡遮断装置取替え、

大型支障物検知装置取替え、橋梁ペイント塗 り替え

令和元年度 62,207

き電線張り替え、可動ブラケット取替え、連絡遮断装置取替え、

トンネル0岡管下束修繕、電気転てつ機取替え、橋梁ペイント塗り

替え、橋梁修繕

13)北越急行安全輸送設備等整備事業補助金

北越急行l抑 の経営安定化に向け、同社が行 う国庫補助事業に封 して県及び沿線 自治体が協

調補助を行 うスキームに基づき、北越急行安全輸送設備等整備事業補助金を交付 した。

年度 補助金額 補助金の使途

平成 29年度 7, 988

ハンガー更新、レール更新、遮断器更新、融雪設備更新、自動列

車停止装置更新、列車無線装置更新、変圧器更新、覆エコンクリ

ー ト補強、鉄筋コンクリー ト桁補強、車両の全般検査、車両の重

要部検査

平成 30年度 2,332
ハンガー更新、レール更新、遮断器更新、融雪設備更新、自動列

車停止装置更新、変圧器更新、覆エコンクリー ト補強

令和元年度 5,173
ハンガー更新、碍子更新、レール更新、自動列車停止装置更新、

変圧器更新、列車集中制御装置更新、鉄筋コンクリー ト補強

陸)信越本線の利便性向上及び利用促進

国及び JR東 日本に対 し、上越・北陸新幹線直行特急実現期成同盟会や新潟県鉄道整備促

進協議会を通 じて、優等列車の充実、上越新幹線及び北陸新幹線 との接続性確保、悪天候時

等における安定輸送の確保など、在来鉄道の利便性向上や利用促進について要望活動を実施

した。
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決算書

(P138-P139)
2款 1項 7日  企画費 所管課等 交通政策課

事 業 名 並行在来線対策事業

O目 標達成状況

・令和 2年 3月 14日 (上)の ダイヤ改正において、えちご トキめき鉄道では、はねうまライン

の運転時刻が変更され、北陸新幹線の東京方面行の最終便との接続時間が改善されるなど、利

用者の利便性の向上が図られた。

・ほくほく線では、超lk速 「スノーラビット号」の所要時間の増加を最小限にとどめながら停車

駅が追力日され、沿線地域の利便性の向上が図られた。

・えちご トキめき鉄道脚及び北越急行脚が行 う鉄道施設総合安全対策事業等に対 し、両社への補

助金を交付 し、経営安定化を支援した。

・駅スタンプラリーなどのイベン トを通じ、沿線 自治体や関係団体と連携 して利用促進を図つた。

【事業の成果】
・えちご トキめき鉄道及びほくほく線については、新幹線との接続改善等により、利便性の維持・

向上を図ることができた。

・えちご トキめき鉄道爛及び北越急行爛が行 う鉄道施設総合安全対策事業等に対 し補助金を交付

することで、両社の経営安定化 と鉄道の安全安定輸送に資することができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・在来鉄道の利用増加 とマイレール意識の醸成を図るため、引き続き、鉄道事業者及び県・沿線

市と連携 して利用促進に努めるとともに、利用促進団体等の支援や市民協働による利用促進の

取組を推進する。
・県及び沿線 自治体 と連携 して、えちごトキめき鉄道脚と北越急行爛に対 し、経営安定化に向け

た支援を継続する。
・大雨や強風による災害、車両の不具合により列車の遅延や運体が発生した場合に備え、鉄道事

業者に対し、運行情報の適時な周知とバス等による代替運行の体制を整えるよう求めていく必

要がある。
こ新型コロナウイアレス感染症の影響による三セク鉄道の運行状況や乗降客数の動向を把握 し、必

要に応 じて適切な対応を検討 していく必要がある。

【執行残額について】

その他 :旅費等の実績が当初見込みを下回つたため 122
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決算書

(P138～ P139)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 文化振興課

事 業 名 町家交流館高田小町管理運営費

(単位 :千円)

【目的】

郷上の歴史的建造物を活用し、市民が集い、交流する場を提供することにより、賑わいと活力

のある地域社会の形成を図る。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度 目標

入館者数  29,000人

○実施内容、これまでの経過等

(1)街なか回遊の拠サ煮としての活用

・高田の街歩きを行 う市民や観光客の休憩スペースとして利用 されたほか、パンフレントな

どを設置し、市内の観光地や文化に関する情報を提供した。

・令和 2年 3月 から高田世界館前の交流広場の供用を開始した。

12)集会・イベン ト、文化活動などの場の提供

地域住民の会議や集会、習い事など、交流や文化活動、憩いの場として利用された。

倒 高田の歴史 e文化の紹介

ギャラリーを活用 し、高田ならではの雁木や町家を解説 した紹介パネルのほか、懐かしい

暮らしや街なみの写真を展示 した。

阻)物品販売の継続実施

街なか回遊における拠点施設 としての機能を強化するため、通年で物品販売の社会実験を

行った。

(引 高田小町の維持管理  9,613
・修繕料         1,045(室 外機コンプレッサ修繕、自動 ドア部品交換ほか)

・委託料         6,967(施 設総合管理業務、自動 ドア保守′点検業務ほか)

・消耗品費、光熱水費ほか 1,601

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

9,923 9,613
1,429

(酬 渤 )

8, 184

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

310 310

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P138-P139)
2款 1項 7目  企画費 所管課等 文化振興課

事 業 名 町家交流館高田小町管理運営費

O施設の管理実績

<入館者数及び貸室利用状況>

<令和元年度施設別の貸室利用件数及び人数> (単位 :件・人)

※ギャラリー 1は、平成 30年 7月 1日 から物品販売の社会実験のため、市が占用

<施設管理における市の収支状況>

O目 標達成状況

入館者数 28,777人

【事業の成果】
・地域住民や市民団体等の集会や文化活動など、様々な用途で利用された。
。高田世界館前の交流広場の供用を開始し、街歩きの拠点ll生 を高めることができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

新型コロナウィルス感染症の影響により、3月 の入館者数が前年度と比べ半減 し、入館者数が

目標を下回つたが、引き続き市民や文化団体等による高田小町及び交流広場の利用を促進 し、

市民が集い交流する場の提供を通して、地域の賑わい創出につなげていく。

【執行残額について】

その他 :当初見込みを下回つたことによる燃料費、施設管理委託料等の残 310

年度 入館者数 (人 )

うち貸室利用者

利用件数 (件 ) 利用人数 (人 ) 使用料 (円 )

平成 29年度 27,846 1,418 17,271 1,706,880

平成 30年度 28,785 1,312 14,095 1,420,451

令和元年度 28,777 1,533 14,918 1,379,874

キ
゛
ャラサー1 キ

｀
ャラリ…2 和室 1(8畳 ) 和室 2(15畳 ) 多目的ホール 交流サロン 計

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件教 人数 件数 人数 件数 人数

84 1,413 581 2,492 492 3,201 368 7,802 8 10 1,533 14,918

区  分 平成 29年度 平成 30年度
令和元年度

予 算 実 績

①収入
使用料収入 1,707 1,420 1,503 1,380

その他 52 377 49 49

合計 1,759 1,797 1,552 1,429

②支出

施設維持管理費 8,048 9,625 9,423 9,613

6,028 6,989 7,446 6,967

その他

合計 8,048 9,625 9,423 9,613

③公費投入額 (②一①) 6,289 7,828 7,871 8,184

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

226 272 271 284
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決算書

(P138～ P141)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 交通政策課

事 業 名 地域公共交通運行対策費

(単位 :千円)

【目的】

O上越市地域公共交通活性化協議会負担金 :市民ニーズや地域の特性に応じた地域公共交通の充実

に向け、市民、交通事業者、行政等が連携・協力し、効率的で利便性の高い公共交通ネットワー

クを構築する。
○バス運行対策費補助金 :児童生徒の通学や高齢者の通院など、市民の日常生活を支える重要な交

通手段である路線バスや乗合タクシーの運行に対し補助を行い、生活交通を維持・確保する。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

■上越市地域公共交通活性化協議会負担金  731
0令和元年度 目標

まちづくりの基盤 となる公共交通ネットワークを構築するため、平成 30年度に行つた路線バ

スの乗降調査や住民アンケー ト調査の結果を基に、各地域の実情にあつた運行形態やルー ト、本

数等の公共交通の再編・見直 しについて住民と協議 し、実効性の高い次期総合公共交通計画を策

定する。

O実施内容、これまでの経過等

・平成 30年度に実施 した乗降調査等の結果を踏まえ作成 したバス路線の再編案について、利用

者や地域住民、地区懇話会及び地域協議会と協議等を行い、第 2次総合公共交通計画を策定し

た。
こ公共交通の利用促進を図るため、北陸新幹線や在来線、路線バスなど市内で運行 している全て

の公共交通の運行時刻や令和 2年 4月 のダイヤ改正等の情報をまとめた「上越市内公共交通総

合時刻表」を作成 し、市窓口やバス案内所等で配布 した。

・公共交通機関による通学を啓発する資料を作成 し、市内中学校の卒業生に配布 したほか、運転

免許証返納者や高齢者向けに公共交通の割引情報をまとめたリーフレットを作成 し、警察署や

高齢者サロン等で配布 した。また、路線バスに小学生以下 50円、中・高校生 100円 で乗車で

きる「夏休み『バス乗車体験』キャンペーン」に合わせ、市営バスにおいても小 。中学生及び

高校生を封象に運賃割引を行い、市内全域で乗車体験キャンペーンを実施 した。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

351,530 350,458 23,792 326,666

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

1,072 240 1 2 1 711

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P138-P141)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 交通政策課

事 業 名 地域公共交通運行対策費

O目標達成状況
913区に設置 している地区公共交通懇話会や、各地域で開催 した懇談会等において、地域の移動

実態やバスの利用状況等を説明し、バス路線の再編・見直しについて協議を重ねながら、地域

住民との合意形成を図つた上で、令和 2年度から令和 9年度を計画期間とする第 2次総合公共

交通計画を策定した。

■バス運行対策費補助金  347,207
0令和元年度 目標

市民の日常生活を支える路線バスや乗合タクシー73系統の運行を維持・確保する。

O実施内容、これまでの経過等

市民の日常生活を支える路線バスや乗合タクシーの運行を維持・確保するため、バス事業者 (5

社)及びタクシー事業者 (2社)に補助金を交付した。

<補助区分別系統数及び市補助金額>

路線種別
系統数

補助金額 備  考
当初 実績

国庫補助路線

(幹線系統)

6 6 50,250
低収益路線の収入不足及び欠損から国庫補

助、県協調補助を差し引いた額を負担

国庫補助路線

(フィータ‥゙系統)

21 21 86,319 負担害‖合 :国 50%

県単題補助路線 12 12 66,211 負担割合 :県 35%～ 40%、 市 65%～60%

市単独補助路線 34 34 194,427 負担割合 :市 100%

合 計 73 78 347,207

○目標達成状況

市民の生活交通を確保するため、バス路線の運行補助を行い、73系統を維持 した。
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決算書

(P138～ P141)
2款 1項 7日  企画費 所管課等 交通政策課

事 業 名 地域公共交通運行対策費

<バス運行に関する補助金及び輸送人員の推移 >

【事業の成果】
・市民の日常生活の移動手段の確保と持続可能な公共交通ネットワークの構築を目指し、各地域

のバス路線の再編方針と利用促進策や、住民主体の互助及び近所の助け合いによる輸送の取組

についてまとめた第 2次総合公共交通計画を策定した。

・公共交通の割引情報の周知を図ることにより、「おでかけフリー定期券」などの割引乗車券の

販売枚数が増加したほか、「夏体み『バス乗車体験』キャンペーン」の実施により、期間中の

小・中・高校生の路線バス利用者が前年比約 10%増加するなど、路線バスの利用促進が図られ

た。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・第 2次総合公共交通計画に基づき、地域と協議を重ねながら、バス路線の効率化や乗合タクシ

ー等への運行形態の転換、利用者が少ない路線の廃止などを行 う一方で、住民主体の互助や近

所の助け合いによる輸送の取組への支援を行い、持続可能な交通ネットワークの構築に向けた

取組を進める。
・新型コロナウイルス感染症の影響によるバスの運行状況や利用者数の動向を把握 し、必要に応

じて適切な対応を検討 していく必要がある。

【執行残額について】

事業費節減 :総合時刻表や啓発資料の仕様や配布方法を見直したため 240

入 札 差 金 :総合時刻表及び啓発資料等の作成 121
そ の 他 :バス運行対策費補助金や協議会会議費等が当初見込みを下回つたため 711
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※ 輸送人員は、路線バス及び乗合タクシーの輸送人員(ス クールバスヘの一般混乗者数は除く)。

補助金
330,710

補助金
303,070

平成28年度      平成29年度      平成30年度

無 市補助金 婢 県支出金 → 繊 人員

補助金
38

補助金
3861166 3

令不D元年度平成27年度
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決算書

(P138-P141)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 交通政策課

事 業 名 地域公共交通運行対策費

<参考 >令和元年度路線別バス運行対策費補助金一覧

系統

番 号
路線名 起点～ (主 な経由地)～ 終点

運行
回数
(平 日)

実車
走行キロ

平 均 乗

車密度
経常費用 経常収益

幹 1 浜 線 樹の浜～柿崎病院洵～柿崎バスターミナル 70 43,668 0 03 13.865.900 1,202,254

幹 2 上越大通 り線 (1) 上越妙高駅前～市役所・労災病院前～鵜の浜 15,0 263.230 3 20 83.583.517 28,775,432

幹 3 上越六通 り線 (3) 中央病院～上越妙高環前～新井バスターミナル 120 129,510.1 22 41,123,342 16.653,700

幹4 直江津・浦川原線 (1) マルケーバスセンター～浦川原小学校前～浦川原バスターミナル 50 70,967.2 20 22.534,215 8,4291038

幹 5 宮口線 (1) 高田駅前～上牧～深山荘 50 73,344,1 22 21,191,310 7,487,642

幹 6 宮口線 (2) 高田駅前～中央病院～牧小学校前 50 48 153 4 1 7 13912061 4.413,414

6系統 小  計 / 628,873 1 / 196,211,245 66,961.570

系統
番号

路線名 起点～ (主 な経由地)～ 終点
運 行

回数

(平 日 )

案車
走行キ ロ

平均乗
車密度

経常費用 経常収益

Fl 柿峙黒岩線 (2) 柿崎バスターミナル～米山寺・下灰庭～黒岩 30 115848 0.8 4,512,279 466,955

F2 安塚線 うらがわら駅前～虫川大杉駅前～保健センター前 90 29,799 0 13 0,958,00G 3.273,351

F3 島田線 高田駅前～岡原～曽根田 50 46.051.8 10 13,304,365 2.533,963

F4 佐内・直江津循環線 佐内入口～労災病院前～直江津駅前 40 23,859 2 0,7 6,902,46G 911 895

F5 真砂・岡田線 高田駅前～真砂寺前～北坪山上 4,0 27,332 コ 11 7.896.330 1.514,337

F6 直江津・浦川原線 (2) 保倉川橋～青野十文字～マルケーバスセンター 20 21,432 G 09 6,805,493 1,292,301

F7 大平線 (1) 浦川原小学校前～虫川大杉駅前～大島コ ミュニテ ィプラザ前 30 16.484 コ 05 3.849,107 605,184

F8 大平練 (2) 浦川原小学校前～虫川大杉駅前～小谷島 2.0 75192 0,4 1,755,733 276.049

F9 古川西都循環線 (く び音駅経由) 吉川区総合事務所前～(びき駅前～吉川区総合事務所前 4.0 19,236 5 1 7 7,492,616 1,133.268

F10 古川西部循環線 (上下浜駅経由) 吉川区総合事務所前～上下浜駅前～吉川区総合事務所前 4,0 18,546.2 0,8 7,223,741 4,894,951

Fll 青柳線 (1) 高田駅前～中央病院・下稲塚～青柳 10 14,248.G 11 4,116,420 708,562

F12 青柳線 (2) 高田駅前～中央病院・松野木～青柳 1 18597.0 5.372.673 798,480

F13 岡沢ルー ト (予 約運行便) 新井バスターミナル～中郷区総合事務所前～岡沢 40 6.828,648 721,770

F14 関山ルー ト (予 約運行便) 新井バスター ミナル～姫川原～コメリ前 30 5,344,580 591 300

F15 月影・下保倉・末広ルー ト (1) 谷～浦川原区中心部～うらがわら駅前 120 4,837,492 894,593

F16 月彫・下保倉・末広ルー ト (2) 谷～浦川原区中心部～うらがわら駅前 0.6 235,853 9,071

F17 上柿野ルー ト うらがわら駅前～上柿野～うらがわら駅前 20 104,317 9,668

F18 小麦平ルー ト うらがわら駅前～小麦平～うらがわら駅前 2.0 108,574 22,974

F19 名立区自家用有償旅害運送 (1) うみてらす名立前～ろばた館前～東飛山 2.0 22 822 8 4,368,283 494,800

F20 名立区自家用有償旅害運送 (2) コミュニティプラザ前～ろばた館前～東飛山 50 37.398 1 7 157 996 521.400

F21 名立区自票用有償旅害運送 (3) コミュニテイプラザ前～名立駅前～宝田小学校前 2.5 3,777 1 722,994 2,000

21系統 小  計 / 318 690 0 / 105,898,029 21,676,872

統

号

系

番
路線名 起点～ (主 な経由地)～ 終点

運行
回数
(平 日)

実車
走行キ ロ

平均乗
車密度

経常費用 経常収益

県 1 南川線 (1) 労災病院前～市村～海洋センター前・顕城中学校前 5,0 35,168 0 1 6 10,174,102 3,725,660

県2 南川線 (2) 労災病院前～島田～海洋センター前 51 42.7340 20 12,362,946 5,107,059

県 3 教育大学線 (1) 中央病院～教育大準～直江津駅前 60 50,933 0 17.338,616 6,799,388

県 4 春日山線 (1) 直江津駅前～春日山下～中央病院 4.0 40,920 8 2.0 11,838,387 4,923,106

県5 春日山線 (2) 直江津駅前～春日山下～悠久の里前 4.0 40.7405 1 8 11,786.226 4,299,177

県G 富岡線 高田駅前～富岡～マルケーバスセンター 7.5 85,760 1 24,810.396 16,0661837

県 7 能生線 能生案内所～名立車庫前～労災病院前 20 35,496.0 20 10,268.992 3,114,351

県8 水科 。今保線 高田駅前～番町～杉林入ロ 40 23,606.7 1 6 6.819,975 1 431 846

県 9 新井・板倉線 (2) 新井バスターミナル～針～板倉コミュニテイプラザ詢 55 17.780.2 2,G 7,1491418 3,729,371

県 10 山直海線 (2) 柿崎バスター ミナル～原之町～村屋 40 28,469 7 2.1 11,088,948 3,312.551

県11 犀潟駅線 海洋センター前～犀潟駅前～海洋センター前 3.5 19,063 1 23 7,425,077 2,859,347

県12 柳町線 海洋センター前～柳町～海洋センター前 30 10,724.8 1 7 4,177,309 1,643.517

12系 統 小  計 / 440,396 9 / 135,240,392 57,012,210
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決算書

(P138-P141)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 交通政策課

事 業 名 地域公共交通運行対策費

回 !五精 Eh命 ∩ 県補勘金 の
統

号

系

番

助

費
市

対

補

経
単
象 目→事業者 県→事業者

回・県制度に
よるネ甫助 市独自補助 計

経常欠損 収支率
国庫補助
対象経費

3.9441000 2,471,000 6,415,000 幹 16.248,000 12,663,646 3,124,000 3,124.00012,663,646 8 6“

19,374,000 19,374,000 16,0601000 0 16 000 000 幹 254,808,085 34 4幣 38 748 000 54,808,085

7,665,000 3,617,000 0 3.617.000 幹 324.469.552 40.411 15,331,000 24,469,552 7,665,000

8,851,000 幹 414,105,177 5,254,000 0 0 8,851,00014,105,177 37 411 10,508,000

4,766.500 0 0 8,937.000 8 937 000 幹 513,703.668 35,3% 11 879 000 13,7031668

幹 69 499 547 3 129.500 0 0 6,370,000 6,370,0009 499.547 31,7h 6.259,000

801163,000 23,621,000 26.6291000 50,250,000 /34 1% 88,973,000 129,249,675 43 313 000129,249,675

経常欠損 収支率
口庫補助
対象経費

市単補助
対象経費

国 産 補 助 金 ① 臣 補 助 傘

`2う
統

号

系

番回→事業者 県→事業者
図・ 県制度に

上スを首助 市独自補助 計

4,045,324 10,3Ъ 3.435,000 4,045,321 1,5711000 0 0 2,474,000 2 474 000 Fl

3.684,715 47 011 3,686,000 3.6841715 1.685,000 0 0 1,999,000 119991000 F2

10.770,402 19 011 10,771,000 10,770,402 4,924,000 0 0 5,846,000 5,846,000 F3

5,990.571 13 211 6,664,000 5,990,571 3.0471000 0 0 2,943,000 21943.000 F4

6,381,993 19111 6.382.000 6.381,993 2,9171000 0 0 3,464.000 3.464.000 F5

5,513,192 18 911 5,513,000 5.513.192 2.520,000 0 0 2 993 000 2,993,000 FG

3,243,923 15711 3,245,000 3,243,923 1.483,000 0 0 1,760,000 1,7601000 F7

1,479,684 15 711 1,480,000 1,479,684 676.000 0 0 8031000 803,000 F8

6,359,348 151% 5,346,000 6,359,348 2,443,000 0 0 3,916,000 31916,000 F9

2,328,793 G7711 1,3511000 2,328,793 617 000 0 0 1,711,000 1,711,000 F10

3,407.858 17.2幣 3.408.000 3,407.858 1 557 000 0 0 1.850,000 1,850,000 Fll

4,574,193 14 811 4.574.000 4,574,193 2.000,000 0 0 2.484,000 2.484,000 F12

6,106.878 10.5γ, 3,4001000 2.2651641 1.555,000 0 0 4961000 496.000 F13

4,753,280 11 0% 4,420,000 3,428,494 2,210,000 0 0 590,000 590,000 F14

3,942,899 18.4恥 2,626.000 3,942.899 1,201,000 0 0 2,741,000 2,7411000 F15

226,782 3,811 182,000 226,782 83,000 0 0 143,000 143,000 F16

94,649 9211 70,000 94.649 31.000 0 0 03,000 63.000 F17

85,600 21 lh 92,000 85,600 42,000 0 0 43,000 43,000 F18

3,873,483 113h 3,873,000 0 1,771,000 0 0 0 0 F19

6.636,596 7 211 6,636.000 0 3,033,000 0 0 0 0 F20

720 094 0 211 720,000 0 329 000 0 0 0 0『 21

84,221,157 20.411 77.874,000 671824,OGl 35,785,000 0 0 36.319,000 36.319,000 /

経常欠損 収支率
県単補助
対象経費

市単補助
対象経費

国 鹿 補 助 金 0 県補 助 金 ③ 市 補 金 ④
市補助金
③+④

系統

番号口→事業者 県→市→事業者
回・県制度に

よる補助 市独自補助

6,448.442 36.611 5.4291000 5,593,860 0 2,035,000 2.035,000 1,523,000 5,593,000 県 1

7.255,887 41311 61995,000 G.217.451 0 2,623.000 2.623,000 971 000 6,217,000 県2

10,5391228 39 211 9,2041000 9,082,857 0 3.451,000 3,451,000 2,180,000 9,082,000 県 3

6,915,281 41 511 7,131,000 5,920,906 0 2,674,o00 2,674,000 572,000 5,920,000 県 4

7,487,049 36.411 7,368,000 6,497.055 0 2,7631000 2,763.000 971,000 6.497.000 県 5

8,743.559 64 711 7,361,000 6 659 589 0 21760,000 2.760,000 1,139,000 6.659,000 県G

7,154,641 30 3% 6.609,000 6.292,089 0 11644,000 1.644,000 886.000 4,174,000 県 7

5,388,129 20,911 7.558,000 5,388.129 0 1,571,000 1 571 000 2,246,000 5,388,000 県 8

3,420,047 52.l ll 2.859,000 31420,047 0 604,000 604,000 599 000 1 807 000 県 9

7,776.397 29 8% 5,699,000 7 776 397 0 1,761,000 1,761,000 4.254,000 7.770,000 県10

4,565,730 38 511 3.124,000 4,565,730 0 1.171.000 1,171,000 2.223,000 4,565,000 県11

2 533 792 39 3幣 1,961,000 2.533,792 0 735.000 735,000 11063,000 2,533,000 県12

78,228,182 42 1γ, 71,298,000 69,947.902 0 23,792,000 23,792,000 18,627,000 66.211,000 /
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決算書

(P138-P141)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 交通政策課

事 業 名 地域公共交通運行対策費

系統
番号

路線名 起点～ (主 な経由地)～ 終点
運行

回数
(平 日)

実車
走行キロ

平均乗
車密度

経常費用 経常収益

市 1 山湾線 直江津駅前～医療センター病院～上越妙高駅前 30 20,967.0 111 6.065,753 1,275,359

市 2 謙信公六通 り循環線 春日山駅前～上越総合病院～春日山駅前 60 23,265.6 10 6 730 738 1,393,936

市 3
`日

山駅・アルカデイアシャ トル使 春日山駅前～リージョンプラザ～上越総合病院 00 14,136 0 1.2 4,0891544 774,448

市4 :兼 信公大通り線 イ トーヨーカ ドー前～回府新町～上越総合病院 1 5 2,GG41 9 1.3 770.955 297.931

市 5 暴取線 労災病院前～有間川橋～くわどり湯つたり村 5,0 77,174.6 14 22,326.611 5,673,732

市 G 青柳線 (1) 高田駅前～下稲塚～青柳 3.0 27,334 5 11 7 896 937 1,650,952

市 7 青柳線 (2) 高田駅前～松野木～青柳 2.5 33,9511 1 3 9,808,472 1 858 924

市 8 浦川原線 高田駅前～番町～浦川原バスターミナル 5,0 76.1152 1 3 21,980.681 5,286,016

市 9 増田線 (1) 高田駅前～横曽根～くびき駅前 30 27.474 0 09 7.937.238 1,329,457

市 10 斐太線 新井バスターミナル～飛田～高田駅前 30 17.641 2 05 5,0961542 617,733

市 11 正善寺線 大手町十字路・西城病院前～下正善寺～上正普寺 40 16.6238 07 4,802.615 932,979

市 12 青田線 高田駅前～中田原～青田 30 10,845 0 06 3,133.120 513.066

市 13 菰立線 板倉中学校～菰立 65 151138 03 6.077,258 473.277

市 14 三針線 板倉 コミユニテイプラザ前～下稲塚～清里区総合事務所前 50 7,9153 0.4 3,182,742 324 564

市 15 泉谷・勝穂循環線 (2) 原之町～平等寺～原之町 2.0 7,567.4 00 21947.502 33 654

市 16 くびき駅線 海洋センター莉～ くびき駅前～海洋センター前 35 21,641 8 1 0 8,429,481 1,1001619

市 17 柿崎上直海線 柿博バスターミナル～上直海～柿崎バスターミナル 20 157.0 1,3 61,151 11 388

市 18 増 田線 (2) 柿崎バスターミナル～長峰～森本 40 191062 2 02 7,424,72G 250,320

市 19 柿崎水野線 柿崎バスター ミナル～米山寺～水野 3.0 9,579 3 03 3,731,137 229,962

市20 教育大学線 (2) バロー上越店前～教育大学～直江津駅前 25 28,003.9 1.6 8,101,528 2,558,745

市21 青柳線 (3) 高田駅前～下稲塚～赤池 35 34 505 1 16 9,968.523 3.081,124

市 22 山寺薬師線 板倉中学校～山寺薬師 70 27.392 3 04 11,014,443 948,978

市23 新井・板倉線 (1) けいなん総合病院～針～板倉コミュニティプラザ前 60 23,837 1 10 9,585,018 1,889,799

市24 柿崎黒岩線 (1) 柿崎バスターミナル～米山寺～黒岩 3.0 9 545 1 03 3,717.816 198,303

市25 山直海線 (1) 柿崎バスターミナル～村屋～尾神 50 49,957.5 1 5 19,458.446 31960,224

市26 東西ルー ト うらがわら駅前～清川原区・大島区～六島コミュニティプラザ詢 4,0 1,465,907 37 524

市27 岡沢ルー ト(定 時運行) 新井バスターミナル～中郷区総合事務所前～岡沢 10 2,629,336 114,100

市28 関山ルー ト (定 時運行) 新井バスターミナル～姫川原～コメリ前 06 1.170,416 166.900

市29 名立線 (1) 労災病院前～うみてらす名立前～コミュニティプラザ前 30 39,530 1 0.5 11,436.144 1.294,546

市30 春 日山・佐内線 佐内入口～春日山下～中央病院・態久の里常打 20 20,031 7 1.4 8 398 870 2,125,219

市31 直江津・ 浦川原線 (3) マルケーバスセンター～労災病院Bげ ～浦川原バスターミナル 20 20,436 8 13 61489,297 1,503,748

市32 上関田線 板倉中学校～上開田 65 26.684 2 06 10,729,716 1,154,309

市33 泉谷・勝穂循環線 (1) 原之町～後生寺～吉川小学校前 5.0 21,458.7 1 7 8,358,163 1,689,886

市34 黒井駅線 海洋センター前～黒井駅南口～海洋センター前 35 31,3278 11 12.202,178 21605,239

34系統 小  計 / 770,940 G / 257,228,004 47.356,970

運行
回数

(平 日)

実車
走行キロ

平均乗
車密度

経常費用 経常収益

73系統 合  計 / 2.158,900 6 / 694.577,670 193,007.622
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決算書

(P138-P141)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 交通政策課

事 業 名 地域公共交通運行対策費

lR描 ほh`命 (3う国 産 補 助 金 ①
系統

番号県→市→事業者
国・県制度に

上 ス 描 助
市独自補助

市補助金
③+④

補

経
単

象

助

費

県

対
市単補助
対象経費 国→事業者経常欠損 収支率

4,280,000 市 10 0 0 4,280100021.Oll 0 4,280,8964,790,394

0 0 4,771,000 4,771,000 市 20 4,771,448 05,336,802 20 711

0 2,971,000 2,971,000 市 32,971,592 0 03,315,096 18,911 0

408.000 408,000 市 40 0 038 611 0 408,267473,024

市 50 0 14,777.000 14,777,0000 14,777,537 016.652,879 25,4“

0 0 6,245,000 6.245,000 市 66.245,985 06.245,985 20,9“ 0

7.949,000 7,949,000 市 70 0 0189“ 0 7,94915487.949,548
16.703,000 市 80 0 0 16,703,00024,OЙ 0 16,703,66516,703.665

市 90 0 0 6 607 000 6.607.00016 7略 0 G,607,7816.607,781

0 0 2,533.000 2.533,000 市100 4,478,809 04,478,809 12,1ヽ

0 0 3,869,000 3,869,000 市 113,869,636 03,869,636 19 411 0

0 2,585,000 2,585,000 市 122,620,051 0 02,620.054 163略 0

5,603,000 5,603,000 市 130 0 05,603,981 7.711 0 5,603,981

市 140 0 2 858 000 2,858,000101 lll 0 2.858,178 02,858,178

0 0 2,913,000 2,913,000 市 150 2,913.848 02,913,848 1 lll

0 7,328,000 7,328,000 市 167.328,862 0 07,320,862 13 011 0

49,000 市 170 0 0 49,00018 611 0 49,76349,763
市 180 0 7.174,000 7,174,0000 7,174,397 07,174,397 3,3X

0 3.5011000 3,501,000 市 193.501,175 0 03,501,175 6.1賄 0

0 4,862,000 4,862,000 市204.862.288 0 05.542,783 31.511 0

6.887,000 6,887,000 市210 0 06.887,399 30 011 0 6.887,399

10,065,000 10,065,000 H丁220 0 08.611 0 10,065,46510,065,465
3,475,000 市230 0 0 3.475,00019,711 0 7.695,2197.695,219

市 240 0 0 3 519 000 3.51910005.3γ, 0 3.519,5133.519,513

0 0 15,498,000 15,498,000 市250 15,498,222 015,498,222 20.3“

0 1,428,000 11428,000 市261,428,383 0 01,428,383 2 511 0

0 724,000 724,000 市271,036.187 0 02,515,23G 4 311 0

市280 0 0 345,000 345,00014.2h 0 713,4001 003 516

0 9,181,000 9,181,000 市299,181,010 0 010,141,598 11,3h 0

5,568.000 市300 0 0 5,568,00025,311 0 5,568,1816.273,651

0 0 3 912 000 3,912,000 市310 3,9121004 04,985,549 23.lll

0 9,575,000 91575,000 市329,575,407 0 09,575,407 10 711 0

0 6.668.000 6.668,000 市336.668,277 0 06.668,277 20 211 0

0 0 9.596,000 9.596,000 市349,596.939 09.596,989 21.311 0

194,427.000 /0 0 0 104.427,000209,871,034 18 411 0 201,323,316

経常欠撮 収支率
口庫・県単

補助対象経費
市
対

単補
象経

助
費

口・県補助金①Ю !R補 助 金 ⑥ 市 補 金 (4)

市補助金
③+④国・県→事業者 県→市→事業者

国・ 県制度に
よる補助

市独自補助

501,570,048 27,711 238,145,000 468,344,954 109 261 000 23,792,000 47.413.000 276.002.000 347,207,000 /
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決算書

(P140-P141)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 企画政策課

事 業 名 定住促進奨学金貸付事業

(単位 :千円)

【目的】

本市に居住し市外の大学等に通学する学生に対し奨学金 (通学費)を貸し付け、卒業後の地元

就職に対するインセンティブを設けることで将来にわたる定住を促す。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度目標
・高校生等に対して、広く制度の周知を図る。
・奨学金の貸付け、返還や免除に係る業務を円滑に行う。

○実施内容、これまでの経過等

<上越市定住促進奨学金制度の概要>
開始年度 :平成 28年度

基金総額 :2億円

対 象 者 :次の要件のいずれにも該当する者

(1)上越市に居住する 30歳未満の者

121大 学、大学院、高等専門学校 (専攻科を含む)及び専修学校 (専門課程に限る)

に在学する者

131主 として公共交通機関 (鉄道、路線バス等)を利用 し、通学している者

貸 付 額 :定期代の合計額の範囲内で、月額 5万円まで

貸付期間 :貸付決定の月から学校の最短修業年限の終期までの間で申込者が希望する期間

返  還 :貸付けが終了した月の翌月から起算して、6月 を経過 した後、4年以上 8年以内の

期間内に返済 (無利子)

返還免除 :返還期間中に本市に居住 し、かつ、事業所等に就業したとき、その期間中における

奨学金返還額の 2/3相 当額を免除

・広報上越やホームページに制度概要を掲載するとともに、市内高等学校への訪間による制度の

PRや通学 100分圏内の大学等及び公共交通機関ヘチラシ、ポスターの配布を行つた。

・基金の適正な運用を図るとともに、公共交通機関を利用 して市外の大学等へ通学する学生に対

する奨学金の貸付けや、卒業後も市内に居住 し就業している人の返還額の一部免除等を行つた。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

751 750 750

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

1 1

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P140～ P141)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 企画政策課

事 業 名 定住促進奨学金貸付事業

。これまでの利用実態や利用者の声、社会情勢の変化を踏まえ、本制度の改善を図つた (令和 2

年度から実施)。

[改善内容 ]

貸付額 :月 額 5万円までを月額 6万円までに引き上げ

返 還 :4年以上 8年以内から4年以上 16年以内に延長

O目 標達成状況
・奨学金制度について広く周知を図るとともに、奨学生からの請求書や申請書類を速やかに審査

するなど、貸付け・返還業務を円滑に行つた。

【事業の成果】

<申込状況>

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 合 計

20人 12人 18人 15人 65人

<令和元年度利用状況 (令和 2年 3月 末現在)>

貸付
返還

返還猶予 完済 その他

28人 25人 21人 1人 1人 10人

※ 「その他」は、申込み後に辞退した者、貸付請求がなかつた者の人数

・通学方法 (乗 り継いでいる場合があるので利用者数 と一致しない)

新幹線 在来線 路線バス

6人 26人 2人

・通学先の市町村

・学校種別

県内 (19人 ) 県外 (9人 )

新潟市 長岡市 柏崎市 長野市 上田市 富山市 高崎市

1人 12人 6人 6人 1人 1人 1人

4年制大学 (9人 ) 短期大学 (1人 ) 専修学校 (17人 ) 高等専門学校 (1人 )

県 内 県外 県 内 県外 県内 県外 県 内 県外

6人 3人 0人 1ノ、 13人 4人 0人 1人
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決算書

(P140-P141)
2款 1項 7目 企画費 所管課等 企画政策課

事 業 名 定住促進奨学金貸付事業

<貸付金残高の状況>

30年度末

現在高 (A)

元年度 元年度末現在高

(A)十 (B)― (C)― (D)貸付 (B) 返還 (C) 免除 (D)

14,435,650円 5,917,629円 668,798円 742,100円 18,942,381円

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・奨学金を必要とする人に適切に利用 していただけるよう、引き続き、高等学校や大学等と連携

して周知を図つていく。

・奨学金を利用する人や返還する人の意見を聴取するなど利用実態を的確に把握 し、より利用し

やすい制度となるよう必要に応 じて改善を図つていく。

【執行残額について】

その他 :定住促進奨学基金繰出金の端数残 1
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決算書

(P140-P141)
2款 1項 7日 企画費 所管課等 文化振興課

事 業 名 ライオン像のある館管理運営費

(単位 :千円)

【目的】

直江津の近代史を今に伝える貴重な建物を適切に維持管理するとともに、地域の賑わい創出のた

め、施設の利用促進を図る。

【事業の概要(年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度目標

入館者数  8,000人

○実施内容、これまでの経過等

(1)施設の活用と直江津の歴史・文化の紹介

市民や当市を訪れた人が気軽に立ち寄れる施設として平成 31年 4月 に供用開始 し、趣のあ

る本館ホールなどを活用して、建物や直江津の歴史・文化に関する展示を行つた。

修)地域の賑わい創出に向けた利活用の推進

市民団体や大学生等による演奏会や作品展などの活用に加え、当施設を起点として、直江

津の歴史的資産を巡る街歩きを実施するなど、直江津の街なかの賑わい創出に取 り組んだ。

伯)施設の維持管理

・修繕料
・委託料

2,602

・消耗品、光熱水費ほか

○施設の管理実績

<入館者数及び貸室利用状況>

60(多 目的 トイレ温水洗浄便座取替修繕ほか)

1,924(施設管理運営業務委託、機械警備業務委託ほか)

618

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

3,374 2,602 2,602

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

772 13 759

令 和 元 年 度 の 取 組

年度 入館者数 (人 )

うち貸室利用者

利用件数 (件 ) 利用人数 (人 ) 使用料 (円 )

平成 29年度 2,958

平成 30年度

令和元年度 6,428 53 4,078

※平成 30年度は、改修工事のため体館
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決算書

(P140-P141)
2款 1項 7日  企画費 所管課等 文化振興課

事 業 名 ライオン像のある館管理運営費

<施設管理における市の収支状況>

○目標達成状況

年間入館者数 6,428人

【事業の成果】
・水族博物館 「うみがた り」を訪れた市民や観光客を当施設に誘導するた

ゅ、、ぉキ
越

勢
育

^学

と

連携 して、動物や生き物をモチーフにした作品展 「てくてくつながれ !茶ON☆ ZOO」 を

小・中学校の夏休み期間中に開催 し、親子連れの来館につなげることができた。

・当施設を拠点とした 「北前船で栄えた直江津まち歩きツアー」を実施 し、北前船にまつわる

直江津の歴史や文化を周知・ PRすることができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・臨時開館 した夏体み期間中における平日の入館者数が伸びず、日標を下回つたが、今後も、

水族博物館 「うみがた り」を訪れる市民や観光客に当施設をPRするとともに、演奏会や作

品展などの利活用を促進 し、地域の賑わい創出につなげていく。

【執行残額について】

入 札 差 金 :印刷製本費 10、 使用料及び賃借料 3
そ の 他 :当 初見込みを下回つたことによる消耗品費、光熱水費等の残 759

IЧ

逮
握
電

区  分 平成 29年度 平成 30年度
令和元年度

予 算 実 績

①収入
使用料収入

その他 44

合計 44

②支出

施設維持管理費 1,097 3,109 2,920 2,340

1,008 52 1,941 1,751

その他 16,282 83,759 454 262

合計 17,379 86,868 3,374 2,602

③公費投入額 (②一①) 17,379 86,824 3,374 2,602

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

5,875 422 405

上越教育大学作品展
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決算書

(P144-P147)
2款 1項 14目 上越文化会館運営費 所管課等 文化振興課

事 業 名 上越文化会館管理運営費

(単位 :千円)

【目的】

指定管理者 と連携 しながら、気軽に文化・芸術に触れる機会や文化活動の発表の場を市民へ提

供 し、市民の文化・芸術への関心を高めるとともに、市民ニーズに対応 した事業を実施すること

で文化の向上を図る。

また、設備点検や施設改修に向けた取組を適切に行い、安全で利用 しやすい環境を整える。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

O令和元年度目標

鑑賞事業来場者の満足度  95.0%以 上

※来場者へのアンケー トで「良い」「どちらとも言えない」「良くない」の評価項目のうち、「良

い」と評価した人の割合 (鑑賞事業 18事業の平均値)

○実施内容、これまでの経過等

<指定管理の状況>
導入開始年度 :平成 17年度

指 定 期 間 :令和元年度

指定管理者名 :株式会社 NKSコ ーポレーション (本社 :新潟市)

<自 主事業の内容 > (単位 :人 )

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

84,770 80,591 4,500
700

翻 囲
75,391

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

4,179 848 3,331

令 和 元 年 度 の 取 組

区分 事業名 入場(参加)者数

鑑

賞

事

業

単

独

事

業

ごらく亭第二弾 (落語) 149

ファミリーコンサー ト～オーケス トラで聴 くジブリ音楽～ 549

若き演奏家の世界 (ク ラシック)
488

シエナ・スピリッツ上越公演 2019(ク ラシック) 493

あらしのよるに (朗読音楽劇 )
148

劇団レクラム舎 べっかんこ鬼 (演劇 )
25

Small t Performance(中 ホール)

サラ・オレイン、宮本貴奈 (バイオリン&ピアノ) 171

柏木広樹、榊原大、藤原道山 (チェロ&尺人)
175
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決算書

(P144-P147)
2款 1項 14目 上越文化会館運営費 所管課等 文化振興課

事 業 名 上越文化会館管理運営費

区分 事業名 入場(参加)者数

鑑

賞

事

業

椎名豊クインテット (ジャズバンド) 158

水谷川優子、山宮るり子 (チエロ&ハープ ) 124

小 計 10事業 2,480

共

催

事

業

新潟県音楽コンクール ピアノ部門 500

はじめての落語 127

劇団四季 エビータ 1,317

中澤卓也コンサー ト 2,489

山崎育二郎コンサー ト 861

小 計  5事業 5,294

倉J

造
事
業

市民創作音楽劇 くびき野の歌 1,655

上越市民演劇祭 262

小サ|1未明フェスティバル 2019 151

上越真夏の音楽会 307

小 計  4事業 2,375

普
及

育
成
事
業

ポル トガルギター&マンドリン (湯浅隆、吉田剛士) 286

フラメンコ (鈴木員澄、永潟三貴生、尾藤大介) 697

和太鼓 (上 田秀一郎)
504

打楽器ア ン サ ン ブ ル (本間美恵子 倉澤桃子 藤島玲子) 363

古楽アンサンブル (細岡ゆき、なかやまはるみ、矢野薫) 286

上越マーチングバン ド育成事業 443

小 計  6事業 2,529

合計 25事業 12,678

新型コロナウイルス感染症の影響等により、4事業の実施を中止、1 事業の実施を延期 した。

※鑑賞事業 (単独):直 接招へいする事業

※鑑賞事業 (共催):テ レビ局等の共催相手と共同で招へいする事業

※創造事業     :新 たな文化・芸術活動を創 り出す市民参加型の事業

※普及事業・育成事業 :町内会や小・中学校に出向いてのアウトリーチ、演劇や演奏のワーク

ショップ等、市民の文化意識の向上を図ることを目的とする事業
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決算書

(P144～ P147)
2款 1項 14目  上越文化会館運営費 所管課等 文化振興課

事 業 名 上越文化会館管理運営費

○施設の管理実績

○指定管理者制度導入施設における市の収支状況

※新型コロナウイルス感染症の影響により利用料金収入等が減少 した指定管理者に対し、協定に

基づいて減収分を補填するもの

(参考)指定管理料の増減額

※消費増税や近年の人件費の上昇により、指定管理料が増加 した。

区分 平成 29年度 平成 30年度
令和元年度

計 画 実 績

利用件数 997件 856イ牛 917イ牛

利用者数 123,217ノ、 100,371人 150,000人 103,152ノ、

区  分 平成 29年度 平成 30年度
令和元年度

予 算 実 績

①収入

国庫支出金 30,000

市債 20,000 6,500 4,500

諸収入 1,000 2,600 700

合計 31,000 20,000 9,100 5,200

②

支

出

指定管理委託料 64,200 68,800 65,900 65,900

施設管理委託料 518 702 702

設計業務委託料等 1,631 7,315 5,038

施工監理委託料 1,167

報償費 39 34 63 62

費用弁償 1 l 3 3

修繕料 7,658 7,454 2,501 2,501

運搬料 3 3

手数料 380 380

施設整備工事 69,751 22,459

備品購入費 3,746 3,024 2,970 2,969

補助金・交付金 1,000 2,600 700

指定管理者営業補填金 1,126

新型コロナウイルス減

収補填金 ※
2,333 2,338

合計 148,026 99,583 84,770 80,591

③公費投入額 (②一①) 117,026 79,583 75,670 75,391

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

950 793 504 731

前指定期間の指定管理料平均額 (決算ベース) ① 64,200

令和元年度の指定管理料 (委託料) ② 65,900

指定管理料の増減額 ②一① 1,700
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決算書

(P144～ P147)
2款 1項 14目  上越文化会館運営費 所管課等 文化振興課

事 業 名 上越文化会館管理運営費

O指定管理者の収支状況等

区  分 平成 29年度 平成 30年度
令和元年度

計 画 実 績

収

入

利用料金収入 19,086 16,455 20,500 13,977

指定管理委託料 64,200 63,800 65,900 65,900

市イベン ト等委託料等 5,037 2,657

補助金 3,338 865 9,047 ※ 1 7,645

新型 コロナ ウイルス減

収補填金 ※ 2
2,333

その他 (入場料等) 17,759 21,903 26,928 9,324

収 入 計 ① 109,420 105,680 122,375 99,179

支  出 ② 110,334 117,332 122,375 106,868

差 引 (①―②) △ 914 △ 11,652 0 △ 7,689

※ 1… コミュニティ助成自治総合センター交付金 (上越市民演劇祭 )

地域の文化・芸術活動支援事業助成金、国民文化祭新潟県実行委員会負担金、国民文化祭

上越市実行委員会負担金 (く びき野の歌)

※ 2…新型コロナウイルス感染症の影響により利用料金収入等が減少 した指定管理者に対 し、協

定に基づいて減収分を補填するもの

O目 標達成状況

鑑賞事業来場者の満足度 94.4%

【事業の成果】
・鑑賞事業では、クラシック、ポピュラー音楽、ミュージカル、演劇、大衆芸能等の公演のほか、

子 ども向けの演奏会を開催するなど、幅広い年齢層の皆さんが、様々な文化・芸術作品に触れ

る機会を提供 した。
・創造事業では、国民文化祭の市独 自事業として市民創作音楽劇 「くびき野の歌」を再演 したほ

か、市内の演劇団体による「上越市民演劇祭」を初めて開催するなど、市民とともに舞台作品

を創 り上げる事業を展開した。

・普及・育成事業では、アーティス トが小・中学校や町内会へ出向き出張公演を行 う「アウトリ

ーチ事業」を 15か所で実施 し、身近な場所でプロの演奏を気軽に鑑賞できる機会を提供 した。
C施設の維持管理では、外壁改修工事の実施設計を行い、令和 2年 3月 に工事に着手したほか、

令和元年 ll月 に大ホール舞台機構設備の改修に着手した (いずれも債務負担行為に基づく発注)。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・指定管理者が実施 した自主事業について、目標 とした入場者数に及ばず、支出が収入を大きく

超過する事業が見られた。今後は、市民ニーズの的確な把握と分析に努め、市民が求める公演

等の見極めを行 うとともに、民間のメディアやプロモーターとの共催事業を積極的に取 り入れ

るなど、適切な鑑賞機会の提供 と採算性の両立に取り組む必要がある。

・外壁改修工事による長期休館からの再開に備え、新型コロナウイルス感染症の予防対策を徹底

し、安全に利用 していただける環境を確保する。

【執行残額について】

入 札 差 金 :委託料 848

そ の 他 :当 初見込みを下回つたことによる委託料、負担金補助及び交付金等の残 3,381
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決算書

(P150-P151)
2款 1項 21目  文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 旧師団長官舎管理運営費

(単位 :千円)

【目的】

市内に残る明治期の貴重な洋風の建築物として適切に保存するとともに、更なる活用に向けた

取組を通して、地域の賑わい創出及び文化の振興を図る。

令 和 元 年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

O令和元年度目標

入館者数  7,000人

○実施内容、これまでの経過等

(1)集会、イベン ト、文化活動等の場の提供

明治期の貴重な洋風の建築物 として当施設を公開したほか、百人一首や謡曲、茶道等の文

化団体による活動の場として活用された。

121 建物改修工事に向けた実施設計  5,609
市指定文化財 としての保存 と更なる活用を図るため、建物改修工事に向けた実施設計と外

構測量を行つた。

13)施設の維持管理  3,925
・修繕料
・委託料
・光熱水費、下水道使用料ほか

○施設の管理実績

<入館者数及び貸室利用状況>

207(安楽椅子等貼替修繕 )

3,396(管 理受付業務、園庭樹木管理業務ほか)

322

準備のため 1月 から3月 まで貸室は体止

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

13,670 9,534 2,804 2,500
56

1イ吏用料 )

4,174

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

4,136 24 4,112

年度 入館者数 (人 )

うち貸室利用者

利用件数 (件 ) 利用人数 (人 ) 使用料 (円 )

平成 29年度 7,497 92 1,144 69,540

平成 30年度 6,215 93 1,262 80,200

令和元年度 5,987 82 609 55,570

※令和元年度は、改修工事に向けた
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決算書

(P150-P151)
2款 1項 21日  文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 旧師団長官舎管理運営費

<施設管理における市の収支状況>

O目 標達成状況

入館者数 5,987人

【事業の成果】
・小学校の総合学習や文化団体等の施設見学などを通して、高田地区の歴史や文化に対する認知

度を高める取組を進めることができた。
・旧師団長官舎の更なる活用に向けて、民間の利活用事業者をプロポーザル方式で選定するとと

もに、建物改修工事に向け、利活用事業者 と協議 しながら実施設計を行った。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】
民間事業者によるレストランとして活用するため、建物の改修工事を計画的に進める。

【執行残額について】

入 札 差 金 :庭園樹木管理業務委託料 24
そ の 他 :当初見込みを下回つたことによる測量委託料、実施設計委託料等の残 4,112

区  分 平成 29年度 平成 30年度
令和元年度

予 算 実 績

①収入

使用料収入 70 80 68 56

その他

合計 70 80 68 56

②支出

施設維持管理費 4,529 3,783 4,935 3,925

3,687 3,339 3,777 8,396

その他 5,918 9,009 5,609

合計 4,529 9,701 13,944 9,584

③公費投入額 (②―①) 4,459 9,621 13,876 9,478

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

595 1,548 1,982 1,588
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決算書

(P150-P151)
2款 1項 21目  文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 文化振興企画費

(単位 :千円)

【目的】

当市の文化振興に資するため、市民が気軽に文化・芸術に親しめる環境づくりを進めるととも

に、市民参加が可能な文化事業の充実を図る。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

■市民の文化活動推進事業  15,685
0令和元年度 目標

新潟県内で初めて開催される第 34回国民文化祭・にいがた 2019、 第 19回全国障害者芸術・文

化祭にいがた大会を通して、地域文化の振興に寄与する。

○実施内容、これまでの経過等

(1)文化振興に関する情報の収集及び提供

市民の自主的な文化・芸術活動を支援するため、県文化振興財団などが行 う助成事業の情報

提供を行った。

121 能狂言鑑賞教室

市民団体が主催する「久比岐能」公演と連携 した「能狂言鑑賞教室」を開催 し、中学生が日

本の伝統文化に触れる機会を提供した。

期  日 :令和元年 10月 8日 (火 )

会  場 :上越文化会館

参加者数 1281人 (市内中学校 7校 )

131 第 34回国民文化祭・にいがた 2019、 第 19回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会開催費

新潟県内において初めて開催 された第 34回国民文化祭 9にいがた 2019、 第 19回全国障害者

芸術 e文化祭にいがた大会において、文化団体との連携事業や市の独 自事業を実施するととも

に、市内のイベン トを始め、観光スポットや食などの情報を掲載 したガイ ドブックを発行 した。

<開催期間>
令和元年 9月 15日 (日 )～ ll月 30日 (上 )

<当市実施内容>
① 文化団体連携事業

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

15,893

【16,063】
15,736

4,507

e伽
ll,229

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

157 15 142

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P150-P151)
2款 1項 21目 文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 文化振興企画費

<太鼓の祭典>
令和元年東 日本台風の影響により中止 した。

開催予定期 日 :令和元年 10月 13日 (日 )

開催予定会場 :上越文化会館

<合唱の祭典 >
期    日 :令和元年 11月 10日 (日 )

会    場 :上越文化会館

出 演 団 体 数 127団体

観  客  数 :延べ 1,830人 (出演者含む)

②市町村独 自事業 合唱の祭典

<市民創作音楽劇 「くびき野の歌」>
:令和元年 9月 21日 (土 )、 9月 22日 (日 )

:上越文化会館

:公募市民 41人、上越交響楽団 55人
:1,655人 (2日 間合計)

フェスティバル >
:令和元年 10月 14日 (月 ・祝)

:高 田まちかど交流館

:13組、122人

延べ 850人 (パブリックビューイング含む)

<上越アール・ブリュット公募展>
期    日 :令和元年 10月 26日 (上)～ 10月 29日 (火 )

会    場 :ミ ュゼ雪小町

展 示 作 品数 :19人、約 400点

来 場 者 数 :672人

③ガイ ドブック「巡遊浪漫」の発行

市内で開催 される国民文化祭事業のほか、市内の文化的なイベン トを始め、観光 '食等の

情報を一冊のガイ ドブックにまとめてPRした。

発 行 部 数 :20,000菩ト

掲 載 事 業 数 :102事業

O目標達成状況

第 34回国民文化祭・にいがた 2019、 第 19回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会は、一部実

施できなかつた事業があったものの、市内の文化団体や福祉団体と連携 して、多彩なジャンルの

文化 '芸術事業を実施 し、地域文化の振興や魅力発信につなげることができた。

■地域の歴史的・文化的資源の保存と継承  51
0令和元年度 目標

市民団体との連携を継続 し、地域の歴史的・文化的資産を広く発信する。

O実施内容、これまでの経過等

・高田普女顕彰事業

高田替女の文化を保存・発信する会と連携 して、高田普女が訪れたゆかりの地を巡るツアー

を実施 した。また、同日に上越市立歴史博物館で、高田替女の常設展示の案内及び高田替女か

ら指導を受けた演奏者による演奏会を開催 した。

日

場

数

教

ど

日

場

数

数

購客］
　
購客

期

会

出
観

高

期

会

出

観

＜

市民創作音楽劇 「くびき野の歌」
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決算書

(P150～ P151)
2款 1項 21目  文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 文化振興企画費

(1)高 田替女ゆかりの地を巡るバスツアー

期  日 :令和元年 6月 16日 (日 )

見 学 先 :高 田普女ゆかりの地 (高 田区、中郷区、妙高市)

参加者数 :31人

121 苔女唄演奏会

期  日 :令和元年 6月 16日 (日 )

会  場 :上越市立歴史博物館

来場者数 :76人

O目 標達成状況

市民団体と連携 しながら、高田蓄女の歴史や文化を知ってもらう機会を提供 した。

【事業の成果】
・文化団体等へ情報提供を行い、自主的な文化・芸術活動を支援した。

・第 34回国民文化祭・にいがた 2019、 第 19回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会の開催を通

して、改めてふるさとの歴史や文化への認識を深めるとともに、地域への愛着や誇 りを感 じて

もらう機会 とすることができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・引き続き、文化団体等への情報提供を行い、市民の文化・芸術活動の支援を行 う。

・ 日本の伝統文化に触れる機会を通して、次世代を担 う子どもたちの豊かな感性を培 う取組を進

めていく。
・第 34回国民文化祭・にいがた 2019、 第 19回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会を機に生ま

れた新たな交流や連携の枠組みを生かし、今後の文化・芸術活動の促進につなげていく。

【執行残額について】

入 札 差 金 :使用料及び賃借料 15
そ の 他 :当初見込みを下回つたことによる報酬や共済費等の残 142
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決算書

(P150～ P151)
2款 1項 21目  文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 坂口記念館管理運営費

(単位 :千円)

【目的】
坂日記念館の適切な維持管理を行うとともに、文化勲章受章者で応用微生物学の世界的権威で

ある坂口謹一郎博士を顕彰し、教育、学術及び文化の振興を図る。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度目標

入館者数  5,000人

○実施内容、これまでの経過等

(1)坂 口謹一郎博士の顕彰
・新潟県と連携して、第 34回国民文化祭・にいがた 2019、 第 19回全国障害者芸術・文化祭に

いがた大会のリレー トーク企画「発酵と文化と坂口謹一郎博士」を開催 し、食事や音楽を提供

しながら博士の業績や人となりを紹介 した。

・博士の生誕 日 (11月 17日 )を含めた 3日 間を入館無料デーとし、博士の業績に気軽に触れ

る機会を提供するとともに、坂口謹一郎博士顕彰委員会と連携 して、発酵食品である甘酒の

無料サービスを行つた。

121 定期的な事業の開催
。「坂口謹一郎博士と酒とつばきの祭典」や 「ひなまつ り」を開催 した。

・地域の民間団体 と連携 し、「繭玉づくり体験教室」や「そば打ち体験」などのイベン トを開催

した。
・越後・謙信 SAKEま つ りにあわせ、会場内にある高田まちかど交流館において、坂口記念

館のPRを行 うとともに、博士にゆかりのある沖縄の泡盛「御酒 (う さき)」 の試飲を実施 し

た。

伯)集会、文化活動等の場の提供

・市民等の各種会合や文化活動などの場として活用された。

・地酒の試飲・販売のほか、貸館時においては、発酵食品を使つた郷土料理の提供を行った。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

7 663 7,588
713

(硼 翻
6,875

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

75 6 69

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P150～ P151)
2款 1項 21目  文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 坂口記念館管理運営費

O施設の管理実績

<入館者数及び貸館利用状況>

<施設管理における市の収支状況>

O目 標達成状況

入館者数  4,409人

【事業の成果】

」Rの新潟県・庄内エリアデスティネーションキャンペーン (10月 1日 ～12月 31日 )により

来越した関西方面からの団体客 (10回延べ 360人)に対し、発酵食品を取り入れた郷土料理を提

供するとともに、坂日謹一郎博士の功績や「発酵のまち上越」をPRした。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・「坂口謹一郎博士と酒 とつばきの祭典」は天候不順等により、また、「ひなまつ り」は新型コロナ

ウイルス感染症の影響により入館者数が大きく減少 したため、目標を達成することができなかつ

た。
・今後は、一層の集客に向け、イベントの開催や庭園の雪椿の情報などを適時に発信するとともに、

坂口謹一郎博士顕彰委員会や頸城区観光協会等と連携を図り、博士の顕彰と地域の活性化につな

がる取組を推進 していく。

【執行残額について】

入 札 差 金 :委託料 6

そ の 他 :当初見込みを下回つたことによる修繕料等の残 69

年度

利用者数合計 (人 )

使用料 (円 )

平成 29年度 4,947 3,264 1,683 710,610

平成 30年度 5,090 3,220 1,870 768,690

令和元年度 4,409 2,718 1,691 653,720

区  分 平成 29年度 平成 30年度

令和元年度

予 算 実 績

①収入
使用料収入 711 769 727 654

その他 50 49 88 59

合計 761 818 815 713

②支出

施設維持管理費 7,927 7,262 7,663 7,588

5,011 5,110 5,308 5,302

その他

合計 7,927 7,262 7,663 7,588

③公費投入額 (②―①) 7,166 6,444 6,848 6,875

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

1,449 1,266 1,370 1,559
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決算書

(P150-P153)
2款 1項 21目 文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 小川未明文学館管理運営費

(単位 :千円)

【目的】

未明文学の紹介と関係資料の展示、各種講座等やおはなし会の開催を通じて、小川未明の業績

やその作品を広く紹介し、教育、学術及び文化の振興を図る。

小川未明文学賞を開催することにより、次代を担 う子どもたちの感性や想像力、郷土に対する

愛着心や誇 りを育む。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

■ソフ ト事業の実施  1,549
0令和元年度 目標

各種講座の受講者の満足度  90.0%
※受講者へのアンケー トで「大変良い」「良い」「どちらとも言えない」「良くない」

くない」の評価項 目のうち、「大変良い」「良い」と評価 した人の割合

「非常に良

○実施内容、これまでの経過等

(1)特別展の開催

①特別展 第 27回小川未明文学賞受賞記念展

大賞・優秀賞の受賞者が決定したことを記念 して、受賞者の喜びの声や作品の講評のほか、

贈呈式の様子などを紹介 した。

会  期 :平成 31年 4月 2日 (火)～4月 24日 (水 )

会  場 :小川未明文学館 市民ギャラリー

入館者数 :2,317人

②特別展 未明と子どもたち

小川未明の 6人の子どもたちが未明の創作活動に与えた影響や、子どもたちそれぞれの足跡

を示す資料などを展示し、未明の芸術を愛する心が子どもたちに受け継がれていることを紹介

した。また、未明の書く童話や未明の人間性に共感 し、その思いを受け継いだ弟子や後輩たち

など「創作上の未明の子ども」と言える人々について紹介した。

会  期 :令和元年 10月 12日 (上)～ 12月 1日 (日 )

会  場 :小川未明文学館 市民ギャラリー

入館者数 :4,061人

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

9,543 8,812
450

爛 *説鉗ゆ呻
8,362

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

731 376 64 291

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P150-P153)
2款 1項 21目  文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 小川未明文学館管理運営費

特別展 文学賞受賞記念展 特別展 未明 と子 どもたち

12)各種講座の開催

①文学館講座

小川未明や特別展にちなんだ講座を実施 した (全 3回 )。

第 1回 期  日 :令和元年 10月 19日 (土 )

演  題 :小川未明の死生観

講  師 :小埜裕二氏 (上越教育大学副学長・小川未明文学館専門指導員)

受講者数 :29人

第 2回 期  日 :令和元年 11月 16日 (土 )

演  題 :小川未明と子どもたち

講  師 :小川英晴氏 (未明の孫・詩人)

聴 き 手 :小埜衿二氏 (上越教育大学副学長・小川未明文学館専門指導員)

受講者数 :31人

第 3回 期  日 :令和元年 ll月 30日 (上 )

演  題 :小川未明と坪田譲治の師弟愛

―「私は君のことを思わない日はない」―

講  師 :山根知子氏 (ノ ー トルダム清心女子大学教授 )

受講者数 :37人

②童話創作講座

佐々木赫子氏 (児童文学作家)を講師に迎え、童話の書き方に関する講座を実施 した (全

3回 )。

期  日 :令和元年 6月 15日 (上 )、 7月 20日 (上 )、 7月 27日 (上 )

受講者数 :13人

③朗読研修会

橘由貴氏 (朗読療法士・ヴォイスアーティス ト)を講師に迎え、朗読の基礎や表現力につ

いて学ぶ研修会を実施 した (全 3回 )。

期  日 :令和元年 6月 7日 (金 )、 6月 28日 (金 )、 7月 5日 (金 )

受講者数 :19人

(31 未明ボランティアネットワークによるおはなし会の開催

①文学館おはなし会

文学館の入館者を対象に、未明童話の朗読を行つた。

実 施 日:毎月第 2・ 第 4日 曜日

参加者数 :全 20回、延べ 198人
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決算書

(P150～ P153)
2款 1項 21目  文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 小川未明文学館管理運営費

②出張おはなし会

市内の小学校・放課後児童クラブを訪問し、未明童話の朗読を行つた。

参加者数 :30か所、1,315人

條)子 ども向け事業の開催

①小川未明文学館こども祭

未明童話 「月とあざらし」をテーマにした工作やクイズを行つた。

実 施 日:令和元年 5月 11日 (土 )

参力日者数 :203人

②未明童話の小冊子の配布

数多くある未明童話を子どもたちに読んでもらうため、未明童話を月替わりで 1作品ずつ

冊子にして無償配布した。

参加者数 :延べ 606人

151 文学館資料の収集・調査及び活用

・特集展示 「四季の情景」 (年間 4回 )

未明が感 じた故郷の四季について、小説・随筆・詩・童話などの展示で紹介 した。

○目標達成状況

各種講座の受講者の満足度 99,0%

■文学館の管理運営  3,356
0令和元年度 目標

入館者数  27,000人

O実施内容、これまでの経過等

(1)館報の刊行

館報 (年刊)を刊行 し、文学館の事業やボランティアの活動などを広く紹介 した。

発行部数 1,000部 (5月 刊行 )

121 文学館専門指導員の設置

文学館の事業や運営、資料収集、展覧会の企画内容などについて、小川未明研究の第一人者

である小埜褥二専門指導員 (上越教育大学副学長)か ら指導や助言を受けながら、必要な資料

の収集や効果的な資料展示を行つた。

131 市民ギャラリーの貸館

市民の文化活動の推進のため、市民ギャラリーの貸館を行つた。

<入館者数及びギャラリー貸室利用状況>

年度 入館者数 (人 )

うち貸室利用者

利用件数 (件 ) 利用人数 (人 ) 使用料 (円 )

平成 29年度 27,079 16 7,702 407,253

平成 30年度 28,286 19 9,500 439,670

令和元年度 29,737 18 8,991 411,565
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決算書

(P150-P153)
2款 1項 21目  文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 小川未明文学館管理運営費

O目 標達成状況

入館者数 29,737人

■小川未明文学賞の開催

○令和元年度 目標

小川未明文学賞応募数

3,907

500和雨

O実施内容、これまでの経過等

第 28回小川未明文学賞

小川未明文学賞委員会へ交付金を交付

<応募数 > 409編 (短編部門 236編・長編部門 173編)(う ち市民からの応募 13編 )

<受賞作> 大 賞 (1編)「シャ 。キ・ペシュ理容店のジョアン」 (長編部門)

北川 佳奈 (東京都 )

優秀賞 (1編)「 トリロン」 (長編部門)

かみや としこ (愛知県)

※贈呈式は新型コロナウイルス感染症の影響により延期

○目標達成状況

小川未明文学賞応募数 409和高

【事業の成果】
・特別展や特集展示、各種講座やおはなし会などの開催を通して、多くの人から小川未明の業績

に触れ、未明作品に親 しんでもらうことができた。

・第 27回小川未明文学賞の大賞受賞作の書籍化に伴い、文学賞委員会から市内の小 。中学校ヘ

当該書籍の寄贈を受けることとなり、未明の母校である大手町小学校において寄贈セレモニー

を行つた。大賞受賞者から子どもたちへ作品に込めた思いなどを伝えていただき、本や読書ヘ

の興味とともに、小川未明や未明作品への関心を更に深めてもらう機会とすることができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・小川未明の作品や業績に関して市民の理解を深めていただくため、引き続き小川未明文学館の

特別展や特集展示、各種講座を充実させていく。

・小川未明文学賞委員会などと連携 し、作品募集についてよリー層の周知を図るとともに、文学

賞の開催を通して、市内外に広 く小川未明や当市に関する情報を発信する。

【執行残額について】

事業未実施 :文学賞贈呈式延期に伴 う普通旅費、交付金 376
入 札 差 金 :印刷製本費、看板作成委託料 64
そ の 他 :当 初見込みを下回つたことによる費用弁償、普通旅費、修繕料等の残 291
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決算書

(P152-P153)
2款 l項 21目  文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 高田まちかど交流館管理運営費

(単位 :千円)

【目的】

昭和の高田界隈の歴史を感じることができる施設として適切に維持管理するとともに、地域の

賑わい創出のため、施設の利用促進を図る。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

O令和元年度 目標

入館者数  26,000人

O実施内容、これまでの経過等

(J 街なか回遊の拠′点としての活用

・観光や街歩きなどの立ち寄 り処 として、憩いのスペースを提供 したほか、商店街の催 しや

観光スポットなどに関するパンフレット等を設置 し、街なか回遊のための情報提供を行つ

た。

12)イ ベン ト、文化活動等の場の提供

・観桜会や越後・謙信 SAKEま つ りなどの関連イベン トの会場 として活用 されたほか、趣

ある吹き抜け構造のホールを活用 した演奏会や作品展などの文化活動の場 として活用され

た。
・第 34回国民文化祭・にいがた 2019、 第 19回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会の市独

自事業として、「高田まちかどフェスティバル」を開催 し、音楽活動を行 う13組の団体や個

人の練習成果の発表と、市民が気軽に音楽に触れる場を提供 した。

13)施設の維持管理

・修繕料
・委託料

6,888

237(西側排水桝蓋取替修繕、スロープタイル修繕ほか)

2,178(清掃業務、機械警備業務、自動 ドア保守点検業務ほか)

4,473(電気 。ガス・水道料金、複写機借上料ほか)

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

7,827 6,888
176

(醐
6,712

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

939 416 59 464

令 和 元 年 度 の 取 組

・光熱水費、借上料ほか
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決算書

(P152～ P153)
2款 l項 21日  文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 高田まちかど交流館管理運営費

O施設の管理実績

<入館者数及び貸館利用状況>

※平成 29年度は、改修工事のため 11月 から休館

<施設管理における市の収支状況>

○目標達成状況

年間入館者数 24,342人

【事業の成果】
・合唱等の発表会や演奏会、文化団体等の展示会やイベン トなど、多彩な催 しが行われたこと

により、人が集 う機会が創出され、街なかの賑わいにつなげることができた。

・「高田まちかどフェスティバル」の開催を通して、音楽活動を行 う団体及び個人の発表や交流

の場を創出するとともに、当施設の利活用をPRすることができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

新型コロナウイルス感染症の影響により、3月 の催 し

等の利用がほば無くなつたことから、年間入館者数が目

標を下回つたが、今後も、市民や文化団体等へ利活用の

PRを行い、当施設の利用を促進するとともに、街なか

の賑わい創出につなげていく。

【執行残額について】

事業費節減 :施設管理内容の見直しによる節減 416
入 札 差 金 :施設管理委託料 59
そ の 他 :当初見込みを下回つたことによる燃料

費、光熱水費等の残 464

年度 入館者数 (人 )

うち貸館利用者

利用件数 (件 ) 利用人数 (人 ) 使用料 (円 )

平成 29年度 15,985

平成 30年度 23,988 66 5,739 311,340

令和元年度 24,342 82 2,131 175,850

区  分 平成 29年度 平成 30年度
令和元年度

予 算 実 績

① 収入
使用料収入 311 241 176

その他 3 1

合 計 3 312 241 176

② 支出

施設維持管理費 4,603 5,695 6,558 5,138

2,311 2,273 8,644 2,178

その他 1,182 1,550 1,669 1,755

合計 5,785 7,245 8,227 6,888

③ 公費投入額 (②一①) 5,782 6,938 7,986 6,712

④ 利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

362 289 307 276
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決算書

(P152-P153)
2款 1項 21目  文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 ミュゼ雪小町管理運営費

(単位 :千円)

【目的】
芸術活動及び文化交流の場を提供することにより、市民による芸術文化の振興を図り、にぎわ

いと活力ある地域社会の形成に資する。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度目標

入館者数  55,000人

○実施内容、これまでの経過等

(1)芸術文化活動などの場の提供

美術館的仕様のギャラリーと創作活動・集会機能を持つ多目的室の貸室を行い、市民の文化・

芸術活動や交流の場として利用された。

121 企画展などの開催

上越市出身の偉人をテーマとした企画展を開催 したほか、第 34回国民文化祭・にいがた 2019、

第 19回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会において、上越アール・ブリュット公募展など

を開催 し、市内外からの集客を図つた。

13)コ ーディネーターの配置

各種文化団体の展示会などの企画立案に向けた働きかけや助言を行 うほか、団体相互の交流

の場の倉J出や効果的な集客に向け、作品展の同時開催の提案を行 うなど、団体間の連携を促 し

た。

O施設の管理実績
<入館者数及び貸室利用状況>

年度 入館者数 (人 )

うち貸室利用者

利用件数 (件 ) 利用人数 (人 ) 使用料 (円 )

平成 29年度 55,111 683 21,658 2,002,302

平成 30年度 51,039 686 18,073 2,316,852

令和元年度 54,643 601 16,751 1,913,325

※複数日の貸室の場合は 1日 1件でカウント、使用場所が複数の場合は 1件でカウント

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

15,847 15,730
1,961

(倒棚 勤 )

13,769

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

117 12 105

令 和 元 年 度 の 取 組

47



決算書

(P152-P153)
2款 1項 21目  文化振興費 所管課等 文化振興課

事 業 名 ミュゼ雪小町管理運営費

<施設管理における市の収支状況> (単位 :千円)

○目標達成状況

入館者数 54,643人

【事業の成果】
・上越教育大学の芸術系コースの修了研究展のほか、書道展、絵画作品展、いけばな展など、

文化・芸術活動の成果発表の場として幅広い世代から利用された。

・ミュゼ雪小町常駐のコーディネーターが文化団体などの情報を収集 し、施設の利用を促すこと

によつて、年間を通して施設の利用が図られた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・新型コロナウィルス感染症の影響により、3月 の利用が減少し、年間入館者数が目標を下回つ

た。
・市民交流スペースの利用は増加 しているものの、ギャラリー及び多目的室の利用は減少 してい

る。文化団体などの利用促進に向け、一層の周知を図るとともに、各団体などに対して、作品

展の同時開催を提案するなど、団体間の調整を行い、利用者数の増につなげる。

【執行残額について】

入 札 差 金 :修繕料 12
そ の 他 :当 初見込みを下回つたことによる共済費、負担金孝甫助及び交付金等の残 105

区  分 平成 29年度 平成 30年度
令和元年度

予 算 実 績

①収入
使用料収入 2,002 2,317 1,940 1,913

その他 72 40 40 48

合計 2,074 2,357 1,980 1,961

②支出

施設維持管理費 15,631 15,233 15,847 15,730

6,813 6,713 6,919 6,918

その他

合計 15,631 15,233 15,847 15,780

③公費投入額 (②一①) 18,557 12,876 13,867 13,769

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

246 252 252 252
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(単位 :千円)

【目的】

調査研究等を通じて市政における重要課題の解決や理想像の構築に寄与し、地方自治体としての

政策形成能力の向上を図る。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

O令和元年度 目標
。人口を始めとする統計データや地域資源情報など、政策形成に必要とされる基礎的データにつ

いて、よりわかりやすさを意識 した提示を行 う。

・庁内の総合的かつ中長期的な政策立案を支援するため、庁内関係課 と連携 した調査研究を行 う。
こ倉J発的な地域づくりを支援するため、地域への直接的な働きかけに貢献する研究交流を推進す

るとともに、今後の取組強化に向けた基礎研究を行 う。

○実施内容、これまでの経過等

(1)調査研究

①政策立案に資する地域学習素材の作成

これまで整理・分析を行つてきた人口統計等の各種データや地域資源情報の更新・拡充を図

ったほか、データを活用 した地域学習や政策立案を支援 した。

②当市における国際化の在 り方に関する調査研究

統計データの分析やヒアリング調査などを通じて、外国人材や国際化を取り巻く市内外の動

向の情報収集や論点整理、情報発信を行つた。

③地域における創発的な学習・交流の場 (プ ラントフオ~ム)に関する調査研究

他の地域における先進事例などを調査 し、信越県境地域づくり交流会における企画内容や今

後の調査研究活動の参考情報とした。

決算書

(P154-P155)
2款 l項 23日  政策研究所費 所管課等 上越市創造行政研究所

事 業 名 調査・研究費

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

8,526 5,675 5,675

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

2,851 307 2,429 70 45

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P154～ P155)
2款 l項 23目  政策研究所費 所管課等 上越市創造行政研究所

事 業 名 調査・研究費

121 研究交流・情報発信

①信越県境地域づくり交流会の開催

持続可能な地域づくりに向けた学びと交流を深める広域プラットフォームを構築するた

め、関係機関との広域・異業種連携による企画運営を行い、第 8回交流会 (長野県山ノ内町)、

第 9回交流会 (十 日町市)での開催を支援 したほか、第 10回交流会 (上越市)の開催準備

を行つた。また、地域の魅力発掘やその活用方法について考える地域研究グループの立ち上

げ準備を行つた。

②大学との共催フォーラムの開催

上越教育大学教科内容先端研究センターとの共催により、地域課題をテーマとした連続フ

ォーラムを開催 した。

③市内教育機関や市民団体への学習支援

教育関係者や市民団体からの依頼に応 じ、人口動態や地域学習の手法などに関する話題提

供を行つた。

④ニュースレターの発行

調査研究の一部を紹介するほか、当市のまちづくりを考える上で共有すべき課題等を発信

するため、ニュースレター 「創造行政」を 3回作成 した。

⑤学会での研究成果発表等の実施

国内の研究機関との研究ノウハウ共有や研究ネットワーク強化を推進するため、地域政策

に係る学会やフォーラムにおいて研究成果を発表したほか、自治体シンクタンク研究交流会

議に参力日した。

O目 標達成状況
・ニュースレターの発行や市内教育機関への学習支援等の機会を通 じて、統計データや地域資源

情報などの基礎的データを提供 した。
こ国際化の在 り方に関する調査研究など、庁内関係課と協力 。連携 した調査研究を行つた。
・信越県境地域づくり交流会や大学との共催フォーラムの開催などにより、研究交流や基礎研究

を推進 した。

【事業の成果】
・各種調査研究や研究交流・ll青報発信を通じて、地方自治体としての政策形成能力の向上に貢献

した。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】
・新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、第 10回信越県境地域づくり交流会の開催を延期

したほか、国際化の在り方に関する調査研究において計画した海外視察を見合わせた。
・政策形成に必要とされる基礎的データについては、活用を念頭に置いたより体系的な提示が必

要である。
・過年度調査研究の継承 t発展や新たな調査研究の推進力を更に高めるため、一層の調査研究能

力やコーディネー ト能力の維持・強化が必要である。

【執行残額について】

事業費節減 :参考事例調査の精査による旅費の減 307
事業未実施 :新型コロナウイルス感染症の影響による事業内容の見直し

入 札 差 金 :ニ ュースレター印刷製本 70
そ の 他 :事業実績による不用額 45
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決算書

(P162-P163)
2款 1項 29日  鉄道駅舎等管理費 所管課等 交通政策課

事 業 名 鉄道駅舎等管理運営費

(単位 :千円)

【目的】

市が所有する駅待合所等関連施設の適切な維持管理等を通じ、鉄道利用者の安全確保及び利便

性向上を図る。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○実施内容、これまでの経過等
・駅待合所等関連施設の清掃、周辺の草刈り及び修繕等の維持管理を行つた。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

7,830 7,340
420

倶麒 辞鉗形囀
6,920

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

490 77 413

令 和 元 年 度 の 取 組

路線名 区 名 駅 名 決算額 主な経費

イよくイまく線

浦,|1原区
うらがわら駅

虫川大杉駅
3,371

2,168

電気料金

営繕修繕料

(虫川大杉駅土間修繕等)

施設管理委託料

757

281

大島区 ほくほく大島駅 1,947

電気料金         808
営繕修繕料        226
(ほ くほく大島駅昇降機部品交換修繕等)

施設管理委託料      802

頸城区

くびき駅

大池いこいの森

駅

と,472

電気料金         348
営繕修繕料         64
(く びき駅外壁モルタル剥離修繕等 )

施設管理委託料      885

信越本線 大潟区
犀潟駅

上底浜駅
550

幸R咆彗者溢                      198

電気料金          62
営繕修繕料         42
(土底浜駅前公衆トイレ便器詰り修繕等)

施設管理委託料      176
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決算書

(P162-P163)
2款 1項 29目  鉄道駅舎等管理費 所管課等 交通政策課

事 業 名 鉄道駅舎等管理運営費

【事業の成果】

施設の安全性及び利便性を確保し、快適に鉄道を利用していただくことができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・施設の快適な利用環境を確保・提供するため、地域住民との協働により駅待合所等の維持管理

を行つていく。
・ほくほく線開業から 23年が経過し、駅待合所等の老朽化が進んできていることから、引き統

き、適切に維持管理を行うとともに計画的に修繕を進めていく。

【執行残額について】

入 札 差 金 :屋上除雪作業委託等にかかる施設管理委託料 77
そ の 他 :電気料金等の実績が当初見込みを下回つたため 413
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決算書

(P172～ P175)
2款 5項 1目  統計調査総務費 所管課等 企画政策課

事 業 名 統計調査総務費

(単位 :千円)

【目的】

誰もが必要な統計情報が得られる環境を整備する。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○令和元年度 目標

上越市の各種行政施策等の基礎資料とするほか、市民等の多様な利用に供するため、各種統計

調査結果の情報収集及びデータベース化を行い、統計要覧の発行やホームページの随時更新によ

り提供する。

○実施内容、これまでの経過等
・令和 2年版上越市統計要覧を発行 した。
こ住民基本台帳人口などを地区別にデータベース化 した。
・国が公表 した各種統計調査の結果のうち、当市に関するデータを市ホームページに掲載 した。

○目標達成状況

計画どおりに統計要覧を発行したほか、最新の各種統計情報を利用者に分かりやすく、かつ利

用しやすく提供することができた。

【事業の成果】

最新の各種統計調査結果を収集 し、データベース化 した上で、統計要覧やホームページに分か

りやすく掲載することで、市民等に適時にデータを提供することができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

今後も各種統計調査を適切に実施 し、適時データを提供 していく。

【執行残額について】

その他 :非常勤一般職に係る通勤費等が当初見込みを下回つたことによる残 52

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

1,920 1,868 1,494 374

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

52 52

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P174～ P177)
2款 5項 2目  統計調査費 所管課等 企画政策課

事 業 名 工業統計調査費ほか

(単位 :千円)

【目的】

○各種統計調査等 :工業統計調査を始めとする各種統計調査を正確かつ円滑に実施する。

○統計調査員確保対策事業 :各種統計調査を円滑に行うため登録統計調査員を確保するととも

に、調査員の資質向上を図る。

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

■各種統計調査等

○令和元年度 目標

進捗管理の徹底、審査手順の明確化等のチェック体制を確立し、工業統計調査、農林業センサス

を始めとした各種調査事務を正確かつ円滑に実施する。

○実施内容、これまでの経過等

(1)各種基幹統計調査における予算現額及び執行額

調査名称
基準 日又
は期間

予算現額
①

交付金額・

執行額②
執行残額
①一②

執行残の理由

工業統計調査 6月 1日 1,032 941 91 調査対象の減

学校基本調査 5月 1日 58 56 2

全国家計構造調査 10-11月 4,416 4,301 115
調査期間の変更に

よる調査量の減

国勢調査単位区設定 10月 1日 1,123 783 340
調査方法の変更に

よる作業量の減

農林業センサス 2月 1日 18,816 16,639 2,177
農家減少による

調査量の減

経済センサス調査区

設定
6月 1日 56 54 2

経済セ ンサスー基礎

調査
6～■ 月 4,477 1,870 2,607

調査方法の変更に

よる調査員数の減

計 29,978 24,644 5,334

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

30,048 24,713 24,713

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

5,335 5, 385

令 和 元 年 度 の 取 組
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決算書

(P174～ P177)
2款 5項 2目 統計調査費 所管課等 企画政策課

事 業 名 工業統計調査費ほか

例 各種統計調査の概要

○目標達成状況

所定の審査手順や作業工程に基づき、各種統計調査を正確かつ円滑に実施することができた。

■統計調査員確保対策事業

○令和元年度 目標

広報上越及びホームページによる募集を通じて統計調査員希望者の登録を推進 し、調査時に必

要な人材を確保するとともに、調査員に対 し統計の意義の説明や利活用事例などの情報提供を行

い、資質向上を図る。

○実施内容、これまでの経過等

(1)統計調査員確保対策事業における予算現額及び執行額

予算現額①
交付金額・

執行額②
執行残額
①―②

70 69 1

12)具体的な取組

国の統計調査員確保対策事業の一環として、新規登録者の募集を行 うと同時に、登録調査員

研修への参加を促すなど、調査員確保 と資質の向上を図る取組を行った。

O目 標達成状況

広報上越及びホームページでの募集のほか、上越市シルバー人材センター会員ヘチラシを送付

し募集 した結果、調査時に必要な人材を確保することができた。

新潟県登録調査員研修への参加等を通じて、統計調査への理解を深めるなど、調査員としての

資質向上が図られた。

調査名称 区分 調査概要 調査対象

工業統計調査 調査実施
製造品出荷額等の生産活動に関

する事項を調査した
製造業 に属す る全事

業所

学校基本調査 調査実施
児童・生徒数や教員数等の学校

に関する事項を調査した
幼稚園、小学校、中学

校、高等学校等

全国家計構造調査 調査実施

家計の収入・支出及び貯蓄・負債

保有状況等に関する事項を調査

した

一定の方法で抽 出 さ

れた世帯

国勢調査単位区設定 事前準備

令和 2年国勢調査の実施に向け、

調査単位区について必要な修正

を行つた

農林業センサス 調査実施
耕地面積、生産状況、販売金額等
の事項を調査した

農林業経営体

経済センサス調査区設定 事前準備
経済セ ンサスの調査 区につい

て、必要な修正を行った

経済センサスー基礎調査 調査実施

既存の事業所の名称や所在地の

ほか、新規に把握 した事業所に

関する事項を調査 した

全産業分野の事業所

及び企業
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決算書

(P174～ P177)
2款 5項 2日  統計調査費 所管課等 企画政策課

事 業 名 工業統計調査費ほか

<登録統計調査員数>
年度 合併前上越市 13区計 合計

平成 30年度 103ノ、 53人 156人

令和元年度 119人 52ノ、 171人

増減 16人 △ 1人 15人

(内訳)令和元年度新規登録者数…35人

【事業の成果】
・経済センサスー基礎調査では、新たな調査方法である調査員用端末機の導入に当たり、調査員

に減する事前研修会を行つたことで、正確かつ円滑な調査を実施するための尉応力を養 うこ

とができた。
・農林業センサスでは、えちご上越農業協同組合と連携 したことにより、農業者への周知や調

査員の確保を効率的に行 うことができた。
・統計調査員確保対策では、新たに上越市シルバー人材センター会員へ募集チラシを配布 した

結果、登録統計調査員の新規登録者数を前年度の約 3.2倍に増やすことができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

えちご上越農業協同組合や上越市シルバー人材センターとの連携を好事例として、今後も調査

内容に適した様々な組織・団体等との連携に取り組むことにより、業務の円滑化を図る。

【執行残額について】

その他 :調査方法の変更や対象教減による交付金の減 5,335
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